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共
有
者
を
被
告
と
す
る
建
物
収
去
土
地
明
渡
訴
訟
に
つ
い
て

1

1

実

体

法

と

訴

訟

法

そ

の

一

山

昇

日

次

一
問
題
の
設
定

二
建
物
収
去
土
地
明
渡
債
務
の
共
同
相
続
の
効
果

三
物
権
的
請
求
権
の
相
手
方
た
る
地
位
と
共
同
相
続
の
効
果

四
共
同
相
続
建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
訴
訟
と
必
要
的
共
同
訴
訟

五

私

見

l
ま
と
め

問
題
の
設
定

1 

あ
る
判
決

最
尚
裁
昭
和
四
三
年
三
月
一
五
日
第
二
小
法
廷
判
決
は
、

A

土
地
の
所
有
者
、
が
そ
の
所
有
権
に
基
づ
い
て
地
上
の
建
物
の
所
有
者
で
あ

る
共
同
相
続
人
を
相
手
方
と
し
、
建
物
収
去
土
地
明
渡
を
請
求
す
る
訴
訟
は
、
い
わ
ゆ
る
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
で
は
な
い
と
解
す
べ
き
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説

で
あ
る
。
け
だ
し
、
右
の
場
合
、
共
同
相
続
人
ら
の
義
務
は
い
わ
ゆ
る
不
可
分
債
務
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
請
求
に
お
い
て
理
由
が
あ
る
と

ヲA
d冊

き
は
、
川
人
ら
は
土
地
所
有
者
に
対
す
る
関
係
で
は
、
各
自
係
争
物
件
の
全
部
に
つ
い
て
そ
の
侵
害
行
為
の
全
部
を
除
去
す
べ
き
義
務
を

負
う
の
で
あ
っ
て
、
土
地
所
有
者
は
共
同
相
続
人
ら
各
自
に
対
し
、
順
次
そ
の
義
務
の
履
行
を
訴
求
す
る
こ
と
が
で
き
、
必
ず
し
も
全
員

に
刈
し
て
同
時
に
訴
を
提
起
し
、
同
時
に
判
決
を
得
る
こ
と
を
要
し
な
い
か
ら
で
あ
る
o
v
と
述
べ
た
(
明
雄
一
社
関
一
二
)
。

(
1
)

こ
の
判
決
の
事
案
は
、
原
告
東
京
都
が
、
戦
後
都
作
地
に
建
物
を
建
て
γ
居
住
し
て
い
た
被
告
三

O
余
名
に
対
し
て
、
土
地
所
有
権
心
基
づ
い
て
山
崎

物
収
去
十
一
地
明
況
の
訴
え
を
提
起
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
告
の
請
求
を
認
容
す
る
一
審
判
決
の
言
渡
後
に
、
被
告
の
一
人
が
一
等
口
頭
弁
論
終
結
前
に

死
亡
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
原
行
は
死
亡
被
竹
の
子
三
名
を
相
手
方
と
し
て
受
継
の
申
立
を
し
た
。
右
三
名
は
控
訴
し
た
。
昭
和
四

O
年
一
一

月
一

O
H
に
、
死
亡
被
告
の
右
三
名
と
は
別
の
子
、
か
'H分
も
右
物
件
の
共
同
相
続
者
で
あ
る
旨
を
右
控
訴
審
裁
判
所
に
原
山
た
(
と
上
作
鹿
山
は
述
べ

る
〉
。
控
訴
審
裁
判
所
は
こ
の
者
を
訴
訟
に
間
十
J
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
右
三
名
に
対
し
て
、
建
物
収
去
土
地
明
渡
を
命
ず
る
判
決
を
し
た
(
附
和
四

O
年

一
一
月
一
七
日
〉
。
右
三
名
は
と
行
し
、
右
三
名
の
み
で
は
、
必
要
的
共
同
訴
訟
の
訴
訟
要
件
を
欠
飲
し
て
い
る
の
で
、
原
判
決
に
は
こ
れ
を
看
過
し
た

注
法
が
あ
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
っ
た
。
な
い
ね
、
本
判
決
は
、
本
件
訴
訟
を
、
た
ん
に
、
回
有
必
要
的
共
川
訴
訟
で
は
な
い
と
解
し
て
い
る
だ
け
で
は

な
く
、
通
常
の
共
同
訴
訟
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
(
民
集
二
二
巻
三
号
六
一

O
頁)。

こ
の
判
決
は
、
地
上
建
物
の
共
川
相
続
人
に
対
す
る
建
物
収
去
土
地
明
波
請
求
訴
訟
は
必
要
的
共
同
訴
訟
で
は
な
い
と
し
た
点
お
よ
び
そ
の
県
山
な

不
可
分
債
務
で
あ
る
と
し
た
点
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
の
判
決
で
あ
る
。
こ
の
判
決
が
山
る
ま
で
の
下
級
審
判
例
は
、
岡
有
必
要
的
共
同
訴
訟
で
あ
る

と
す
る
も
の
と
通
常
共
同
訴
訟
で
あ
る
と
す
る
も
の
と
に
わ
か
れ
て
い
た
。
前
者
の
判
例
の
う
ち
、
福
井
地
判
昭
和
三
五
年
一
一
川
七
日
(
下
民
集
一

一
巻
一
一
号
二
三
八
七
頁
)
は
、
そ
の
原
山
を
、
収
去
す
べ
き
共
同
相
続
建
物
が
ん
日
有
に
属
す
る
こ
と
に
求
め
、
東
京
高
判
昭
和
三
七
年
一

O
月
二
三

日
(
下
民
集
一
三
巻
一

O
口
芝
二

O
八
頁
)
は
、
そ
の
理
由
を
、
収
去
す
べ
き
建
物
の
(
共
同
相
続
に
よ
る
)
共
有
者
は
単
独
で
は
共
釘
建
物
の
収
去

の
権
能
が
な
く
(
民
法
二
五
一
条
)
共
有
者
全
は
で
こ
れ
を
な
し
う
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
求
め
た
。
後
者
の
判
例
は
、
い
ず
れ
も
、
土
地
所
伝
権
に

も
と
づ
く
物
権
的
請
求
の
事
件
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
、
鳥
取
地
判
昭
和
三
四
年
一
二
月
二
五
日
(
下
民
集
一

O
巻
一
二
い
リ
二
七
六
九
頁
)
は
、
収

去
す
べ
き
共
同
棺
続
建
物
を
収
去
し
土
地
を
明
波
す
こ
と
を
A

一
種
の
不
可
分
債
務
V

と
見
て
お
り
、
広
島
'
品
判
昭
和
三
九
年
一
一
月
一
九
日
(
・
州
民

集
一
七
巻
七
け
五
二
一
頁
)
は
、

A

物
権
者
じ
対
す
る
関
係
で
は
、
各
自
そ
の
全
部
に
つ
き
責
任
を
街
し
不
可
分
的
に
右
門
医
件
行
為
全
部
を
除
去
す
べ

，ltìl~27(3 ・ 4-48)406



主
義
務
を
負
う
V

と
解
し
て
お
り
、
(
か
っ
こ
の
解
釈
合
尺
次
七
一
九
条
の
精
神
に
そ
う
も
の
と
し
て
い
る
)
(
建
物
共
有
が
共
同
相
続
に
よ
る
も
の
で
な

い
場
合
と
み
ら
れ
る
事
実
に
つ
き
)
、
宮
地
筒
判
昭
和
四
O
年一

O
月一一一

O
日
(
訟
務
月
報
一
一
巻
一
一
一
号
一
七
九
七
頁
)
は
、
土
地
所
有
者
に
対
す
る

建
物
共
有
(
共
同
相
続
で
な
い
)
者
の
建
物
収
去
持
務
は
、

A

不
可
分
給
付
の
一
類
型
V

で
あ
っ
て
、
建
物
に
つ
い
て
の
管
理
処
分
権
能
が
共
有
お
全

員
に
介
有
的
に
帰
属
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
、
と
解
し
て
い
る
。

右
の
最
高
裁
判
決
の
後
、
こ
れ
を
踏
襲
す
る
妓
九
州
波
判
所
清
三
小
法
延
の
判
決
が
出
た
(
間
以
判
昭
和
四
三
年
五
月
二
八
日
判
タ
二
二
四
ひ
一
一
一
一
六

頁)。

2 

問
題
の
設
定

原
告
の
被
告
に
対
す
る
あ
る
請
求
の
訴
訟
に
お
い
て
、

当
事
者
適
絡
の
存
命
と
請
求
を
理
由
あ
ら
し
め
る
権
利
な
い
し
法
律
関
係
と
の

い
わ
ゆ
る
不
可
分
債
務
で
あ
る
か
ら
い
わ
ゆ
る
固
有
必
要
的
共
同

共有者を被(主とする建物収去土地明波訴訟について

か
か
わ
り
あ
い
に
関
心
を
も
つ
も
の
の
注
意
は
、
右
判
決
に
お
い
て
、

訴
訟
で
は
な
い
、

と
断
じ
ら
れ
た
点
に
、
向
け
ら
れ
る
。

(
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
共
有
者
に
対
す
る
共
有
物
に
閲
す
る
登
日
山
手

請
求
と
当
事
者
適
格
と
の
か
か
わ
り
あ
い
を
、
局
面
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、

統
治
求
訴
訟
の
局
面
)
検
討
す
る
こ
と
は
、
本
稿
の
目
的
で
は
な
い
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
右
判
決
の
事
案
に
即
す
る
と
い
う
限
度
に
お
い

て
、
右
の
か
か
わ
り
あ
い
を
明
ら
か
に
し
て
み
る
に
と
ど
め
る
。
こ
の
よ
う
な
限
定
の
も
と
で
は
、
共
同
相
続
人
が
共
同
相
続
し
た
建
物

を
収
去
し
て
そ
の
敷
地
を
地
主
に
明
け
渡
す
義
務
は
不
可
分
債
務
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
と
、
不
可
分
債
務
で
あ
る
場
合
に
は
共
同
相
続

人
は
訴
訟
に
お
い
て
全
員
が
被
告
と
さ
れ
る
必
要
が
な
い
の
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
と
に
、
焦
点
を
絞
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
に
お
い

て
、
ま
ず
、
第
一
の
問
題
を
研
究
し
、

つ
い
で
、
第
二
の
問
題
に
つ
い
て
の
学
説
状
況
を
研
究
し
、
最
後
に
、

私
見
を
述
べ
る
こ
と
に
す

る。
(
1
)

こ
の
種
の
問
題
関
心
か
ら
の
論
文
と
し
て
す
で
に
、
福
永
有
刊
「
特
定
物
引
渡
請
求
の
被
告
適
格
」
関
西
大
学
法
学
論
集
一
四
巻
二
号
一
九
六
四
年

四
三
頁
が
あ
る
。

北法27(3・4-49)407



説

(
2
)

前
掲
判
決
は
、
訴
訟
係
属
中
に
被
告
が
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
相
続
人
は
、
当
該
事
案
に
お
い
て
は
、
当
然
に
被
告
の
地
位
を
承
継
し
、
建
物
収
去

土
地
明
渡
請
求
に
つ
い
て
当
事
者
の
地
伎
を
取
得
す
る
と
し
つ
つ
も
、
受
継
手
続
を
了
し
た
者
の
み
に
つ
い
て
手
続
を
進
行
し
、
そ
の
者
と
の
関
係
に

お
い
て
の
み
審
理
判
決
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
理
由
は
な
い
、
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
問
題
は
、
通
常
共
同
訴
訟
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
必
然
な
ら
し
め
る
法
律
関
係
は
な
に
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
の
法
律
関

係
が
多
数
当
事
者
の
、
法
律
関
係
の
諸
範
鴎
の
ど
れ
に
該
当
す
る
か
と
い
う
こ
と
と
は
区
別
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

::31.斗
民間

建
物
収
去
土
地
明
渡
債
務
の
共
同
相
続
の
効
果

1 

建
物
収
去
土
地
明
波
義
務
の
不
可
分
性

一
般
に
建
物
収
去
土
地
明
渡
義
務
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
は
、
単
一
の
義
務
で
あ
る
の
か
、
建
物
収
去
義
務
と
土
地
明
渡
義
務
と

の
二
つ
の
義
務
が
結
合
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
。
建
物
収
去
と
土
地
明
渡
と
で
は
強
制
執
行
の
方
法
に
お
い
て
違
い
が
あ
る
。
土
地
明
渡

の
債
務
名
義
で
も
っ
て
地
上
建
物
を
除
去
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
建
物
収
去
の
債
務
名
義
の
執
行
に
よ
り
土
地
の
明
渡
ま
で
が
な
さ
れ

る
わ
け
で
は
な
い
ω
土
地
所
有
権
に
基
づ
く
と
き
は
、
建
物
収
去
請
求
は
妨
害
排
除
請
求
権
の
行
使
で
あ
り
、
土
地
明
渡
請
求
は
所
有
物

返
還
請
求
権
の
行
使
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
実
際
に
は
、
建
物
収
去
と
土
地
明
渡
の
執
行
を
同
時
に
行
な
う
需
要
が
多
い
。
そ
こ
で
、
「
建

物
収
去
土
地
明
渡
」
を
求
め
る
訴
え
が
提
起
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
か
か
る
訴
え
に
お
い
て
、
訴
訟
物
は
一
個
で
あ
る
と
い
う
か
の
よ
う
に

取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。
請
求
権
が
一
個
で
あ
る
か
二
個
で
あ
る
か
に
こ
だ
わ
ら
ず
訴
訟
物
は
一
個
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
、

論
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

)
 
1
 
(
 

(
1
)

建
物
収
去
の
強
制
執
行
は
代
替
執
行
(
民
訴
七
一
二
三
条
、
民
法
四
一
四
条
二
項
)
に
親
し
み
、
土
地
明
渡
の
執
行
は
民
訴
七
一
一
一
一
条
の
定
め
る
方
法

に
よ
る
。
地
上
に
存
す
る
債
務
者
所
有
の
動
産
は
土
地
明
渡
の
執
行
官
が
こ
れ
を
取
り
除
く
(
民
訴
七
一
一
一
一
条
三
項
)
。

(
2
〉
民
訴
七
三
一
条
三
項
参
照
。
兼
子
一
「
増
補
強
制
執
行
法
」
一
九
回

O
年
三
二
八
頁
参
照
。
執
行
行
為
の
目
的
物
と
し
て
、
土
地
と
建
物
と
は
一
体

北法27(3・4-50)408



を
な
さ
な
い
別
個
の
不
動
産
で
あ
る
(
民
八
六
条
一
項
参
照
)
。

(
3
)

た
だ
し
、
建
物
所
有
に
よ
っ
て
土
地
を
占
有
し
て
い
る
と
き
に
、
建
物
を
収
去
さ
れ
C
も
な
お
建
物
の
所
有
者
が
土
地
の
占
有
を
維
持
す
る
こ
と

は
、
実
際
上
ほ
と
ん
ど
考
え
ら
れ
な
い
(
隠
尾
桃
ニ
「
買
取
請
求
権
が
行
使
さ
れ
た
場
合
の
判
決
主
文
の
表
示
方
法
」
(
昭
和
四
三
年
三
月
〉
民
事
災
務

ノ

l
ト
第
三
巻
一
九
六
九
年
七
九
頁
)
。

(
4
)

建
物
収
去
土
地
明
波
請
求
訴
訟
の
訴
訟
物
、
か
な
ん
で
あ
る
か
、
い
か
な
る
請
求
権
で
あ
る
か
。
こ
の
問
題
は
、
実
務
家
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
て
い
る

〈
回
尾
桃
二
前
掲
、
賀
集
唱
「
建
物
収
去
、
土
地
明
波
請
求
訴
訟
の
訴
訟
物
」
不
動
産
大
系
羽
訴
訟
一
九
七

O
年
二

O
京
以
下
、
参
照
)
。
一
般
に
は
あ

ま
り
論
ぜ
ら
れ
て
い
な
い
。
学
者
で
は
、
中
田
淳
一
法
学
論
議
六
四
巻
六
号
七
五
頁
(
判
例
研
究
〉
が
、
訴
訟
物
は
、
土
地
所
官
権
に
基
づ
く
明
波
請

求
と
い
う
一
個
の
物
権
的
請
求
権
で
あ
り
、
家
屋
の
収
去
は
土
地
明
渡
義
務
の
履
行
態
様
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
本
稿
の
日
的
に
て
ら
す
と
、
こ

の
内
一
に
深
入
り
す
る
必
要
は
な
い
。

共有者を被告とする建物収去土地明渡訴訟について

建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
に
つ
い
て
は
、
義
務
の
性
質
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

そ
れ
が
給
付
義
務
で
あ
る
こ
と
に
つ
い

(2) 
て
は
問
題
は
な
い
。
建
物
収
去
義
務
は
作
為
義
務
で
あ
る
。
作
為
義
務
の
多
く
は
事
実
上
分
割
給
付
の
不
能
な
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ

わ
〉
建
物
収
去
義
務
も
こ
れ
に
該
当
し
ょ
勺
こ
の
意
味
で
、
そ
れ
は
骨
骨
と
か
不
可
分
給
付
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
土
地
明
渡

義
務
は
土
地
の
占
有
を
移
転
す
る
義
務
で
あ
る
o

そ
の
皆
務
は
、
為
す
債
務
で
は
な
く
与
え
る
債
務
に
属
す
る
。
土
地
明
渡
義
務
は
、
通

説
に
よ
れ
ば
、
性
質
上
の
不
可
分
給
付
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
以
上
に
お
け
る
検
討
か
ら
、
建
物
収
去
土
地
明
渡
を
求
め
る
訴
訟
は
、

一
個
の
不
可
分
給
付
を
求
め
る
訴
訟
で
あ
る
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
。

〈
1
)

我
妻
栄
「
債
権
総
論
」
新
訂
一
九
六
四
年
〔
五
六
七
〕
。

(
2
)

我
妻
前
掲
注
(
1
)
に
よ
れ
ば
、
競
業
を
し
な
い
債
務
、
講
演
を
す
る
債
務
な
ど
、
「
為
す
債
務
」
の
多
く
は
事
実
上
給
付
の
目
的
物
を
分
割
し
て
給
付

す
る
こ
と
が
不
可
能
な
も
の
で
あ
る
。
我
一
会
前
婦
が
あ
げ
る
例
に
お
い
て
、
給
付
の
目
的
物
は
、
「
不
競
業
」
「
講
演
」
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
講
演
の

場
合
に
お
い
て
は
、
給
付
の
目
的
は
一
定
の
「
内
容
」
を
「
演
述
」
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
作
為
(
演
述
)
の
「
内
容
」
が
不
可
分
で
作
為

北法27(3・4-51)4[:9 
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(
演
述
〉
そ
の
も
の
、
が
不
可
分
で
あ
る
。
そ
こ
で
不
可
分
と
い
う
の
は
分
割
し
た
内
容
の
一
部
を
演
述
す
る
の
で
は
「
給
付
」
に
該
当
し
な
い
と
い
う

評
価
を
前
提
と
し
て
い
る
。
分
割
給
付
が
不
能
で
あ
る
と
い
う
の
は
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
℃
で
あ
る
。

建
物
収
去
債
務
は
、
為
す
債
務
に
該
当
す
る
が
、
講
演
を
す
る
債
務
、
競
業
を
し
な
い
債
務
と
は
異
な
り
、
代
替
執
行
が
で
き
る
債
務
で
あ
る
。
し

か
し
、
給
付
の
目
的
物
を
分
割
し
て
給
付
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
給
付
の
目
的
は
「
建
物
」
を
「
収
去
」
す
る
こ
と
で
あ
る
。
建
物
の
一
部

を
収
去
す
る
こ
と
は
、
有
効
な
債
務
の
一
部
弁
済
と
は
評
価
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
で
、
こ
の
場
合
に
は
、
収
去
の
目
的
物
た
る
建
物
が
不

可
分
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
収
去
行
為
自
体
が
同
様
に
不
可
分
で
あ
る
。
収
去
行
為
の
プ
ロ
セ
ス
の
一
部
の
み
が
行
な
わ
れ
て
も
「
収
去
」
と
は
評
制

さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

(
3
)
物
の
占
有
を
移
転
す
る
債
務
に
お
い
て
も
、
占
有
の
目
的
物
た
る
「
物
」
の
商
と
占
有
を
移
転
す
る
「
行
為
」
の
商
と
の
両
面
が
存
す
る
。
す
な
わ

ち
、
給
付
す
べ
き
対
象
物
と
給
付
の
方
法
と
の
両
而
で
あ
る
。
馬
一
頭
の
引
渡
は
不
可
分
給
付
で
あ
る
(
我
妻
前
掲
〔
二
九
〕
)
と
い
わ
れ
る
と
き
は
、

給
付
す
べ
き
対
象
物
の
不
可
分
な
性
質
が
念
頭
に
置
か
れ
、
分
割
給
付
し
た
の
で
は
(
生
命
あ
る
も
の
と
し
て
の
引
渡
に
は
な
ら
な
い
の
で
〉
「
給
付
」

に
該
当
し
な
い
と
い
う
評
価
が
根
底
に
存
す
る
。
一
個
の
物
を
分
割
し
て
給
付
す
る
こ
と
は
絶
対
に
不
可
能
な
の
で
は
な
い
(
我
妻
前
掲
〔
五
六
七
〕
)

と
い
わ
れ
る
と
き
は
、
給
付
の
方
法
に
お
い
て
可
分
で
あ
る
こ
と
が
念
頭
に
お
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
債
務
者
、
が
多
数
あ
る
と
き
は
、
各
自
の
共
同

占
有
持
分
を
逐
次
に
移
転
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
(
我
妻
前
掲
〔
五
六
包
〕
)
と
い
わ
れ
て
い
る
の
は
、
給
付
の
方
法
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
給
付
の
対
象
物
が
不
可
分
で
給
付
の
方
法
が
可
分
で
あ
る
場
合
に
、
「
給
付
」
を
不
可
分
と
す
る
の
は
、
給
付
の
対
象
物
、
が
不
可
分
で
あ

る
と
き
に
は
、
対
象
物
の
占
有
も
不
可
分
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
が
取
引
の
実
際
で
あ
る
、
と
い
う
事
実
を
根
拠
と
し
て
い
る
、
と
解
さ
れ
る

(
我
妻
前
掲
〔
五
六
七
〕
参
照
)
。
な
お
、
土
地
は
物
理
的
に
は
分
割
可
能
で
あ
り
、
分
割
さ
れ
た
一
部
を
給
付
の
目
的
物
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し

か
し
、
本
稿
で
は
、
そ
う
で
な
い
状
況
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

，t. 
rjjm 

2 

建
物
収
去
土
地
明
渡
債
務
の
共
同
相
続
の
効
果

ω
地
上
建
物
所
有
者
が
、
土
地
賃
貸
借
関
係
が
終
了
し
た
た
め
に
地
主
に
対
し
建
物
収
去
土
地
明
渡
を
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
状
態

に
お
い
て
、
死
亡
し
、
相
続
人
が
数
人
存
す
る
と
き
は
、
相
続
人
は
共
同
し
て
建
物
収
去
土
地
明
渡
債
務
を
相
続
す
る
か
。
換
言
す
れ

ば
、
共
同
相
続
人
が
建
物
収
去
土
地
明
渡
義
務
を
負
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
発
生
原
因
は
か
か
る
債
務
の
相
続
に
あ
る
の
か
。
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一
身
専
属
の
も
の
を
除
き
、
相
続
人
に
承
継
さ
れ
る
ハ
民
八
九
六
条
〉
o
そ
れ
が
為
す
債
務
で
あ
る
と
与
え
る
債

務
で
あ
る
と
を
間
わ
ず
、
作
為
債
務
で
あ
る
と
不
作
為
債
務
で
あ
る
と
を
問
わ
な
川
v

か
く
て
、

被
相
続
人
の
債
務
は
、

被
相
続
人
の
前
記
建
物
収
去
土
地
明
渡

(
義
務
を
内
容
と
す
る
債
務
法
上
の
)
債
務
は
相
続
人
に
相
続
に
よ
り
承
継
さ
れ
る
と
結
論
さ
れ
る
。

/司、

、J

共有者を被告とする建物収去土地明渡訴訟について

薮
重
夫
「
債
務
の
相
続
」
家
族
法
大
系
刊
円
相
続
的
一
九
六

O
年
一
二
九
頁
。
物
権
的
請
求
権
に
対
応
す
る
引
渡
義
務
も
、
判
例
に
よ
れ
ば
、
相
続
に

よ
り
、
承
継
さ
れ
る
。

(
2
〉
た
だ
し
、
土
地
賃
貸
借
終
了
に
も
と
づ
き
、
原
状
回
復
義
務
と
し
て
、
地
上
建
物
収
去
土
地
明
渡
を
な
す
べ
矛
と
主
は
、
相
続
人
が
承
F

献
す
る
の

は
、
右
の
よ
う
な
特
定
の
債
務
で
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、
賃
貸
借
契
約
に
基
礎
を
有
し
、
賃
貸
借
終
了
後
存
続
す
る
賃
仙
人
の
法
的
地
位
で
あ
る
と
い

う
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
右
債
務
は
右
法
的
地
位
の
具
体
的
内
容
を
成
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ミ
の
点
は
、
小
中
稿
に
と
っ
て

は
荒
要
な
争
点
で
は
な
い
。

(2) 

共
同
相
続
人
が
相
続
に
よ
り
承
継
し
た
建
物
収
去
土
地
明
渡
債
務
の
性
質
は
、
合
有
債
務
か
共
有
的
に
帰
属
す
る
債
務
か
、

分
債
務
か
、
連
帯
債
務
か
o

被
相
続
人
の
債
務
が
不
可
分
給
付
の
債
務
で
あ
る
と
き
に
は
、

学
説
・
判
例
上
異
論
が
な
い
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
な
ら
ば
、
建
物
収
去
土
地
明
渡
債
務
の
場
合
に
は
、

共
同
相
続
人
の
債
務
は
と
う
ぜ
ん
に
不
可
分
債
務
で
あ
る
こ
と
に
な
ろ
(
%
。

共
同
相
続
人
も
不
可
分
債
務
を
負
う
こ
と
は

こ
れ
を
相
続
し
た

(
1
)

右
近
健
男
「
注
釈
民
法
伺
」

S
八
九
六

m
一
九
七

O
年
が
、
大
判
大
正
一
一
・
一
一
・
二
四
民
集
一
巻
一
一
号
六
七

O
頁
を
引
用
し
て
そ
の
よ
う
に

の
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
賃
借
入
た
る
母
が
死
亡
し
、
四
人
の
子
が
共
同
相
続
を
し
て
引
き
続
き
居
住
し
て
い
た
が
、
家
賃
を
滞
納
し
た
の
で
、
賃
貸

人
は
、
長
男
一
人
に
全
額
の
支
払
い
を
催
告
し
て
解
除
し
、
家
屋
の
明
渡
し
と
延
滞
賃
料
及
び
解
除
後
の
賃
料
相
当
額
の
支
払
い
-V
与
向
求
し
た
事
案
で

あ
る
。
判
旨
は
、

A

数
人
カ
共
同
シ
テ
賃
借
入
タ
ル
地
位
一
一
在
ル
場
合
ニ
ハ
賃
料
ノ
債
務
ハ
反
対
ノ
事
情
ガ
認
メ
ラ
レ
ザ
ル
限
リ
性
質
上
之
ヲ
不
可
分

債
務
ト
認
メ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
V

と
説
き
、
賃
料
の
請
求
は
、
全
額
に
つ
い
て
一
人
に
対
し
て
す
る
こ
と
が
で
主
る
と
判
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。

判
旨
は
、
し
か
し
、
右
賃
料
債
務
が
不
可
分
債
務
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
を
明
言
し
な
か
っ
た
。
金
銭
の
給
付
は
可
分
給
付
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
金
銭

不
可
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州
出
務
は
、
給
付
の
川
的
物
に
お
い
て
も
給
付
の
方
法
に
お
い
て
も
、
可
分
で
あ
る
と
こ
ろ
の
債
務
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
金
銭
債
務
を
数
人
が
共
同

し
て
負
担
す
る
と
き
は
、
分
割
帰
属
が
可
能
で
あ
る
の
で
、
分
割
債
務
で
あ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
金
銭
債
務
が
、
相
続
が
原
悶
で
数
人
が

負
担
す
る
と
き
に
は
不
可
分
債
務
に
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
根
拠
は
な
に
か
。

普
通
の
金
銭
債
務
が
共
同
訴
訟
人
に
よ
っ
て
承
継
さ
れ
た
場
合
に
、
以
後
当
然
に
分
割
債
務
と
な
る
も
の
か
ま
た
は
不
可
分
債
務
と
な
る
も
の
か
、

に
つ
い
て
は
法
律
上
の
明
文
の
規
定
は
な
か
っ
た
(
今
日
で
も
、
存
し
な
い
)
。
学
説
は
当
時
(
大
正
一
一
年
)
分
れ
て
い
た
。
判
例
は
当
時
明
瞭
で
な

か
っ
た
。
右
判
決
以
後
、
学
説
は
、
当
時
の
多
数
説
た
る
分
割
債
務
説
が
衰
え
て
、
不
可
分
債
務
説
が
通
説
化
し
て
行
っ
た
。
末
弘
厳
太
郎
本
判
決
評

釈
(
判
例
民
法
大
正
一
一
年
度
一

O
O事
件
〉
は
、
既
に
満
期
と
な
っ
た
A

被
相
続
人
の
債
務
は
遺
産
分
割
に
拘
ら
ず
共
同
相
続
人
の
不
可
分
的
に

|
|
連
帯
に
あ
ら
ず

l
l
負
担
す
る
所
V

で
あ
る
と
述
べ
、
不
可
分
債
務
と
な
る
根
拠
を
共
同
相
続
に
求
め
た
。

A

被
相
続
人
の
権
利
義
務
は
一
括
し

て
相
続
人
の
共
有
に
な
る
o

V

と
述
べ
、

A
彼
等
任
意
を
以
て
被
相
続
人
「
の
義
務
」
を
分
割
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
何
故
な
れ
ば
、
義
務
の
処
分

は
債
権
者
の
同
意
の
協
議
な
し
に
之
を
行
う
こ
と
を
許
す
べ
き
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
勿
論
だ
か
ら
。

V

と
述
べ
て
い
る
。
(
共
有
者
の
給
付
義
務
は
不
可
分

債
務
で
、
金
銭
債
務
の
共
有
の
場
合
に
も
同
じ
で
あ
る
、
と
考
え
た
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
)
。
さ
ら
に
、
末
弘
前
掲
は
A

既
心
満
期
と
な
れ
る
賃

料
出
国
権
の
相
続
と
賃
仙
人
と
し
て
の
契
約
当
事
者
た
る
地
位
の
承
継
V

と
を
区
別
し
、
八
契
約
当
事
者
た
る
の
地
位
は
そ
れ
自
身
性
質
上
不
可
分
で
あ

っ
て
、
相
続
人
は
常
に
共
同
的
に
之
を
承
継
す
る
の
外
な
く
、
従
っ
て
以
後
其
地
位
か
ら
発
生
す
る
伺
々
の
債
務
は
す
べ
て
相
続
人
全
部
に
よ
っ
て
不

可
分
的
に
負
担
せ
ら
る
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
V

と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
我
妻
「
新
訂
債
権
総
論
」
〔
五
六

O
〕
は
、

A

相
続
開
始
ま
で
の
延
滞
賃
料
は
、
金
銭
債
務
の
共
同
相
続
浬
論
に
従
う
(
介
有
的
帰

属
〉
。
相
続
開
始
後
の
賃
料
債
務
が
不
可
分
債
務
と
な
る
の
は
、
共
同
相
続
人
が
共
同
に
利
用
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
o

V

と
述
べ
て
、

A

賃
料
債
務
の

不
可
分
性
は
共
同
利
用
の
対
価
で
あ
る
点
に
求
む
べ
き
で
あ
る
v
、
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
我
妻
前
掲
は
、
花
続
開
始
後
の
賃
料
債
務
に
つ
い
て
、

A

末
弘
前
掲
評
釈
は
共
同
相
続
に
根
拠
を
求
め
て
い
る
が
賛
し
難
い
V

と
述
べ
て
い
る
。

さ
て
、
賃
貸
借
の
相
続
の
場
合
に
は
、
相
続
開
始
前
弁
済
期
到
来
の
賃
料
債
務
と
賃
借
入
の
地
位
の
相
続
に
基
づ
く
賃
料
債
務
と
を
区
別
す
べ
き
で

あ
る
が
、
時
使
物
収
去
土
地
明
渡
債
務
の
相
続
の
場
合
に
は
こ
れ
と
異
な
り
、
も
と
も
と
、
給
付
の
目
的
物
が
給
付
義
務
者
の
単
後
に
か
か
わ
ら
ず
不
可

分
と
い
う
も
の
な
の
で
あ
る
。
(
ち
な
み
に
、
建
物
収
去
土
地
明
渡
債
務
を
数
人
の
相
続
人
が
相
続
す
る
と
き
は
合
有
的
に
μ
附
属
す
る
と
か
共
有
的
な
帰

属
で
あ
る
と
か
い
う
考
え
方
は
ま
だ
見
当
ら
な
い
。
多
数
の
主
体
あ
る
債
務
の
共
有
的
帰
属
を
観
念
す
る
と
し
て
も
、
我
妥
栄
「
新
訂
債
権
総
論
」
〔
五

五
一
〕
は
、
民
法
四
二
七
条
及
び
四
三

O
条
な
い
し
四
六
五
条
の
規
定
の
適
用
で
充
分
で
あ
り
、
共
有
の
規
定
の
準
用
な
い
し
煩
推
適
用
を
す
る
必
要
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共有者を被告とする建物収去土地明渡訴訟について

は
、
実
際
的
に
も
理
論
的
に
も
な
い
と
考
え
て
い
る
。

債
務
自
体
が
数
人
の
共
同
相
続
人
に
合
有
的
に
帰
属
す
る
と
し
て
も
、
共
同
相
続
人
の
数
に
応
じ
た
数
個
の
債
務
が
存
す
る
の
で
あ
り
、
か
っ
、
そ

の
内
容
は
、
各
自
に
つ
い
て
、
そ
の
全
部
に
及
ぶ
の
で
あ
る
(
我
妻
栄
「
新
訂
債
権
総
論
」
〔
五
四
六
〕
)
か
ら
、
各
自
が
全
部
義
務
を
負
う
点
で
は
不
可

分
債
務
と
異
な
ら
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
右
の
大
判
大
一
一
の
判
例
は
、
被
相
続
人
の
債
務
が
可
分
給
付
を
目
的
と
す
る
金
銭
債
務
で
あ
る
場
合
の
判
例
で
あ
っ
て
、
不
可

分
H
的
物
給
付
を
白
的
と
す
る
債
務
で
あ
る
場
合
の
判
例
で
あ
る
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
建
物
収
去
土
地
明
渡
義
務
に
つ
い
て
の
先
例
と
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
「
い
わ
ん
や
」
論
法
に
よ
り
、
被
相
続
人
の
債
務
が
不
可
分
物
給
付
を
日
的
と
す
る
場
合
に
は
、
共
同
相
続
人
が
ゑ
継
し

て
も
依
然
と
し
て
不
可
分
物
給
付
を
目
的
と
す
る
不
可
分
債
務
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
(
た
だ
、
そ
の
根
拠
の
説
明
に
つ
い
て
は
、
物
の
不

吋
分
、
義
務
の
処
分
の
不
可
分
、
各
自
全
部
義
務
負
担
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
が
あ
り
う
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
)
。

相
続
を
原
因
と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
数
人
の
共
有
者
が
性
質
上
不
可
分
の
目
的
物
を
給
付
す
る
債
務
を
負
う
場
合
に
、
不
可
分
債
務
で
あ
る
か

低
か
が
問
題
と
な
っ
た
事
件
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
不
可
分
債
務
で
あ
る
と
し
た
判
例
が
あ
る
。
大
判
大
正
一
二
年
二
月
二
三
日
で
あ
る
(
民
集
二
巻
肉

サ
一
二
七
頁
)
。
給
付
す
べ
き
目
的
物
の
所
有
権
を
数
人
の
相
続
人
が
相
続
に
よ
り
取
得
し
た
場
合
〈
収
去
す
べ
き
建
物
の
所
有
権
で
あ
る
場
介
も
同
様

で
あ
る
〉
に
共
有
と
性
質
づ
け
る
と
き
は
、
右
の
判
例
は
そ
の
点
に
お
い
て
参
考
に
な
ろ
う
。

事
案
は
、
共
有
物
た
る
松
及
び
杉
を
売
っ
た
売
主
ら
の
う
ち
の
一
部
の
者
が
買
主
か
ら
日
的
物
の
引
渡
を
訴
求
さ
れ
た
と
い
う
事
案
で
あ
る
。
判
己
日

は
A

一
ツ
ノ
物
ノ
引
渡
ト
一
一
』
ア
コ
ト
ヲ
数
人
-
一
分
割
デ
各
自
カ
其
ノ
一
部
宛
ヲ
履
行
ス
ト
一
五
ブ
カ
如
キ
ハ
相
像
ス
ル
ヲ
得
ザ
ル
ガ
故
ニ
物
ノ
引
渡
ハ
性

質
上
不
可
分
債
務
-
一
一
属
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
V

と
述
べ
た
。

右
判
決
の
末
弘
厳
太
郎
評
釈
(
判
例
民
事
法
大
正
一
二
年
度
二
五
事
件
)
は
、

A

本
訴
売
買
の
日
的
物
た
る
共
有
持
分
権
は
売
買
成
立
と
共
に
当
然

買
主
に
移
転
し
た
も
の
と
見
る
べ
き
だ
か
ら
、
現
在
売
主
に
残
さ
れ
た
る
売
買
契
約
上
の
債
務
は
日
的
物
の
引
渡
に
過
ぎ
な
い
。
而
し
て
売
主
た
る
共

有
者
各
自
は
当
該
売
買
の
結
果
と
し
て
実
質
上
自
己
の
持
分
に
関
し
て
の
み
義
務
を
負
担
す
る
に
週
ぎ
な
い
け
れ
ど
も
、
共
有
の
目
的
物
が
単
一
で
あ

る
以
上
各
自
共
有
者
が
目
的
物
引
渡
の
義
務
を
履
行
す
る
に
は
其
物
全
部
に
付
い
て
不
可
分
的
に
之
を
行
ふ
の
外
な
い
。

V

と
い
っ
て
、
共
有
物
引
渡

の
義
務
が
一
種
の
不
可
分
債
務
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
。
目
的
物
が
不
可
分
で
あ
る
と
き
に
は
、
目
的
物
が
不
可
分
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
目
的
物
の
占

有
を
移
転
す
る
義
務
は
不
可
分
債
務
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

右
判
決
の
山
田
正
三
批
評
(
法
学
論
叢
一

O
巻
四
号
一
二
四
頁
〉
は
、
共
有
物
の
売
買
契
約
に
基
く
共
有
物
引
渡
請
求
権
は
、
共
有
権
の
譲
渡
ま
た
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説

は
共
有
持
分
権
の
譲
渡
を
求
め
る
権
利
で
あ
り
、
物
の
引
渡
行
為
自
体
の
不
可
分
を
理
由
と
し
て
こ
れ
の
み
に
よ
っ
て
占
有
権
の
移
転
そ
の
も
の
を
不

可
分
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
持
分
の
譲
渡
を
主
張
す
る
と
き
は
各
共
有
者
を
相
手
方
と
す
べ
く
、
共
有
権
の
譲
渡
を
主
張
す

る
と
き
は
共
有
者
全
員
を
相
手
方
と
す
る
を
要
す
る
、
と
考
え
て
い
る
。
占
有
す
べ
き
権
原
の
移
転
と
占
有
の
移
転
と
を
不
可
分
離
の
も
の
と
見
て
い

る
と
解
さ
れ
る
。

(
2
〉
給
付
の
目
的
が
不
可
分
で
あ
る
と
き
は
、
か
か
る
給
付
を
す
べ
き
債
務
を
数
人
が
相
続
し
て
も
、
給
付
の
目
的
が
可
分
に
な
る
も
の
で
は
な
い
。
当

該
債
務
が
数
人
に
相
続
に
よ
り
共
川
に
μ
附
属
す
る
場
合
に
、
そ
れ
が
合
有
的
帰
属
で
あ
る
と
き
も
、
共
有
的
対
日
闘
で
あ
る
と
き
も
、
共
同
相
続
人
の
各

自
に
、
全
部
義
務
が
帰
属
す
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
債
務
の
合
有
的
帰
属
に
つ
き
、
各
構
成
員
に
応
じ
た
数
個
の
債
務
が
存
殺
す
る
と
と
ら
え
る

説
(
我
妻
栄
「
新
訂
債
権
総
論
」
〔
五
四
六
〕
)
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
A

債
権
者
は
、
全
員
に
対
し
て
共
同
に
訪
れ
水
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
介
有
財
産
に

対
し
て
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
o

V

(

我
妻
前
掲
〔
五
四
六
〕
)
。
こ
れ
を
裏
か
ら
い
え
ば
、
全
員
の
同
意
を
要
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
執
行
の

対
象
財
産
が
介
有
に
属
す
る
か
ら
で
あ
り
(
我
妻
栄
「
物
権
法
」
〔
一
一
一
四
一
二
〕
)
、
債
務
自
体
の
内
容
は
A

各
員
の
数
に
応
じ
て
分
割
さ
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
い
ず
れ
も
そ
の
令
部
(
傍
点
筆
者
)
に
及
V

ぶ
(
我
妻
前
掲
債
権
総
論
〔
五
四
六
〕
)
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
債
権
者
は
各
一
人
に
対
し
て
、
全

部
の
般
行
を
請
求
す
る
ミ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
各
自
が
全
部
義
務
を
負
う
が
、
義
務
た
る
給
付
の
日
的
が
不
可
分
で
あ
る
の
で
、
「
連
帯
債
務
」

で
な
く
、
「
不
可
分
債
務
」
(
一
民
四
二
一

O
条
)
に
該
当
す
る
の
で
あ
る
。

コb.
d問

物

権

的

請

求

権

の

相

手

方

た

る

地

位

と

共

同

相

続

の

効

果

被
相
続
人
が
建
物
所
有
者
と
し
て
枠
組
物
を
収
去
し
敷
地
を
明
け
渡
す
べ
き
義
務
を
負
っ
て
い
る
と
こ
ろ
死
亡
し
た
と
い
う
場
合
に
、

相
続
人
が
物
権
的
請
求
権
の
相
手
方
で
あ
っ
た
こ
と
と
共
同
相
続
人
が
物
権
的
請
求
権
の
相
手
方
で
あ
る
こ
と
と
の
聞
に
、
関
係
が
あ
る

か
、
い
か
な
る
関
係
が
あ
る
か
、
そ
の
関
係
は
な
に
が
原
因
か
。
物
権
的
請
求
権
の
相
手
方
は
、
妨
害
物
の
所
有
お
よ
び
ま
た
は
占
有
す

返
還
の
日
的
物
の
占
有
者
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
建
物
収
去
土
地
明
渡
に
つ
い
て
は
、
建
物
の
所
有
と
占
有
お
よ
び
土
地
の

被
相
続
人
か
ら
共
同
相
続
人
に
相
続
に
よ
り
，
爪
継
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
を
確
か
め

る
者
で
あ
り
、

占
有
が
関
心
の
対
象
と
な
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
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て
お
く
こ
と
が
有
用
で
あ
ろ
う
。
建
物
所
有
権
が
相
続
に
よ
り
共
同
相
続
人
に
共
同
に
移
転
す
る
こ
と
に
は
疑
い
は
な
い
。
よ
っ
て
、

味
す
べ
き
は
、
建
物
占
有
と
土
地
占
有
と
で
あ
ろ
う
o

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
占
有
の
相
続
を
分
析
の
対
象
と
す
る
。

こ
の
分
析
の
前
に

占
有
権
の
相
続
と
占
有
の
相
耐
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
。
右
の
分
析
の
後
に
、
共
同
相
続
人
に
阿
有
の
ト
内
有
を
検
討
す
る
o

そ
し

て
、
物
権
的
請
求
権
の
相
子
点
と
し
て
有
す
る
占
有
は
い
ず
れ
の
占
有
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

占
有
権
の
相
続
と
占
有
の
相
続
と
固
有
の
占
有

1 

共有者を被告とする建物!I又去土地fVJ波訴訟について

ω
被
相
続
人
が
占
有
権
を
有
し
た
建
物
に
つ
き
、
相
続
人
が
占
有
権
を
相
続
に
よ
り
承
継
的
に
取
得
す
る
か
。
通
説
は
こ
れ
を
肯
定

し
て
い
む
相
続
人
に
つ
い
て
、
占
有
権
取
得
の
要
件
が
(
忠
八
)
存
し
な
く
て
も
、
相
続
人
は
前
主
の
市
有
権
を
相
時
す
る
か
O

「
占
有

権
の
相
続
」
に
関
す
る
限
り
、
相
続
人
の
心
素
を
問
題
に
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
は
定
説
で
あ
る
、
と
の
こ
と
で
あ
る
む
「
所
持
」
に
つ
い

て
は
、
所
持
は
当
然
相
続
人
に
移
転
す
る
と
い
う
見
解
、
占
有
権
の
相
続
に
よ
る
承
継
の
場
合
に
は
例
外
的
に
相
続
人
の
所
持
を
必
要
と

し
な
い
と
い
う
見
解
が
、
あ
る
。
以
上
の
こ
と
は
、
建
物
の
所
有
占
有
の
た
め
に
そ
の
敷
地
(
他
人
所
有
〉
を
占
有
す
る
こ
と
に
も
と
づ

き
取
得
し
て
い
る
土
地
占
有
権
に
つ
い
て
も
、
あ
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。

占
有
権
が
共
同
相
続
に
よ
り
e

広
継
さ
れ
た
場
合
、
占
有
権
の
共
同
と
は
ど
う
い
う
関
係
か
。
共
同
相
続
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
ム
口
有
説

と
共
有
説
の
対
立
が
あ
る
。
人
口
有
説
に
立
つ
な
ら
ば
、
占
有
権
の
合
有
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
共
有
説
に
立
つ
な
ら
ば
、
占
有
権
の
共

有
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
;
準
共
有
(
民
二
六
一
で
あ
ろ
勺

j

t

F

四
条
、

(
1
)

理
論
構
成
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
そ
の
根
拠
の
説
明
も
さ
ま
ざ
主
で
あ
る
が
。
鈴
木
緑
弥
「
占
有
権
の
川
統
」
家
政
法
大
系
川
円
相
続
川
九
四
頁
、
石

田
喜
久
夫
「
占
有
権
」
注
釈
民
法
帥
5
八
九
六
溜
参
照
。

(
2
)
鈴
木
禄
弥
前
掲
一

O
一
二
頁
注
(
一

O
)。

(
3
)
末
弘
厳
太
郎
「
占
有
権
ノ
伺
統
」
穂
積
隙
重
先
生
還
暦
祝
賀
論
文
集
一
九
一
五
年
一

O
O一
二
頁
。
最
判
附
和
四
四
年
一

O
月一一一
O
U
(民
集
二
三
巻 吟
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説

一
O
H
V
一
八
八
一
頁
〉
は
、
被
相
続
人
の
占
有
に
属
し
た
も
の
は
当
然
相
続
人
の
占
有
に
移
る
と
い
っ
て
い
る
。

(
4
)
大
判
大
正
四
年
一
二
月
一
八
日
(
民
録
一
二
鶴
二
二
八
九
頁
)
参
照
。
学
説
に
つ
い
て
は
鈴
木
禄
弥
前
婦
、
石
岡
喜
久
夫
前
掲
参
照
。

(
5
)

石
田
喜
久
夫
前
掲
喜
八
九
六
咽
判
的
参
照
。

(
6
)

鈴
木
禄
弥
前
掲
一

O
O頁。

(2) 

事
実
は
相
続
の
対
象
で

:1ti.t27(3・4-58)416

5命

占
有
権
の
相
続
が
占
有
の
相
続
を
と
も
な
う
か
に
つ
い
て
は
、
占
有
が
事
実
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
は
、

な
い
の
で
、
相
続
は
否
定
さ
れ
る
が
、
法
関
係
的
事
実
た
る
占
有
の
相
続
の
肯
否
は
社
会
的
評
価
に
よ
り
定
ま
る
と
す
る
な
ら
ば
、
占
有

の
相
続
を
肯
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
通
説
・
判
例
は
占
有
の
相
続
に
よ
る
承
継
を
認
め
る
。

占
有
の
相
続
に
よ
る
承
継
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
共
同
相
続
の
場
合
に
は
、
占
有
の
共
同
相
続
を
認
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
占
有
の

〔

2
}

共
同
相
続
に
よ
り
共
同
占
有
が
成
立
す
る
で
あ
ろ
う
。

他
方
に
お
い
て
、
今
日
で
は
、
相
続
人
の
占
有
は
、
一
面
承
継
し
た
占
有
で
あ
る
と
同
時
に
他
面
に
お
い
て
固
有
の
占
有
で
あ
る
こ
と

{
3
)
 

が
、
判
例
に
よ
っ
て
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
共
同
占
有
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
相
続
人
の
共
同
占
有
は
、
多
く
、
遺

円

4
)

産
の
共
有
を
原
因
と
す
る
。

戸

1
1

〉
舟
橋
詳
一
「
物
権
法
」
一
九
六

O
年
三

O
四
頁
。

A

被
相
続
人
の
事
実
的
支
配
の
中
に
あ
っ
た
物
は
、
原
則
と
し
て
、
当
然
に
、
相
続
人
の
支
配
の

中
に
承
継
さ
れ
る
と
み
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
占
有
権
も
承
継
さ
れ
、
被
相
続
人
が
死
亡
し
て
相
続
が
開
始
す
る
と
き
は
、
特
別

の
事
情
の
な
い
か
ぎ
り
、
従
前
そ
の
占
有
に
属
し
た
も
の
は
、
当
然
相
続
人
の
占
有
に
移
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
o

V

(

最
判
昭
四
四
年
一

O
月一二

O

日
民
集
二
三
巻
一

O
号
一
八
八
一
頁
)
。

ハ
2
)
占
有
の
共
同
相
続
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
占
有
は
事
実
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
共
有
的
帰
属
や
合
有
的
帰
属
の
余
地
は
な
い
。

(
3
〕
こ
の
こ
と
は
、
相
続
人
の
占
有
に
は
被
相
続
人
の
占
有
の
桜
庇
(
た
と
え
ば
悪
意
〉
が
伴
う
か
と
い
う
問
題
と
関
係
し
た
。
こ
の
い
み
で
、
民
法
一

八
七
条
一
一
頃
が
相
続
の
場
合
に
も
適
用
さ
れ
る
か
が
問
題
で
あ
っ
た
。
学
説
は
早
く
か
ら
同
条
項
、
の
桐
続
へ
の
適
用
を
+
十
一
様
し
て
い
た
。
判
例
は
は
じ



め
は
か
か
る
適
用
を
認
め
な
か
っ
た
が
、
長
判
昭
和
三
七
年
五
月
一
八
日
(
民
集
一
六
巻
五
ひ
一

O
七
三
頁
〉
は
、

つ
い
て
は
、
石
田
喜
久
夫
前
掲
5
八
九
六
咽
参
照
。

(
4
)

遺
産
建
物
を
共
有
し
共
用
す
る
場
合
、
賃
借
権
を
共
同
相
続
し
賃
借
姥
物
を
共
用
す
る
場
介
が
そ
の
例
で
あ
る
。
遺
産
建
物
を
共
有
す
る
が
市
有
使

用
し
て
い
な
い
と
い
う
場
合
に
は
、
占
有
使
用
し
て
い
る
共
同
相
続
人
の
直
接
占
有
を
媒
介
と
し
て
間
接
占
有
を
有
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
(
鈴
木
緑

弥
前
防
-
一

O
頁
)
。
地
上
建
物
を
占
有
す
る
者
は
敷
地
を
も
占
有
す
る
も
の
で
あ
る
(
最
判
昭
和
三
四
年
四
月
一
五
日
訟
務
月
報
五
巻
六
り
七
一
一
一
一
一
一

頁
。
最
判
昭
和
三
四
年
六
月
二
五
日
民
集
一
三
巻
六
号
七
七
九
頁
参
照
)
。

こ
れ
を
認
め
た
。
以
上
の
こ
と
に

2 

共
同
相
続
人
に
対
す
る
物
権
的
請
求
権

共有者を被告とする建物収去土地明渡訴訟について

敷
地
所
有
者
の
権
利

敷
地
所
有
者
は
、
所
有
地
上
に
無
権
原
で
建
物
を
所
有
す
る
者
に
対
し
、
所
有
権
の
効
力
と
し
て
、
建
物
収
去
土
地
明
渡
を
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
請
求
権
の
効
力
と
し
て
、
そ
の
相
手
方
は
建
物
収
去
土
地
明
渡
を
な
す
べ
く
義
務
づ
け
ら
れ
る
。

」
の
義
務
は
い

う
な
れ
ば
物
権
法
上
の
義
務
づ
け
の
結
果
た
る
義
務
で
あ
る
。

被
相
続
人
が
生
前
に
お
い
て
す
で
に
か
か
る
義
務
を
負
っ
て
い
た
場
合
に
は
、
そ
の
死
亡
に
よ
り
、

相
続
人
は
か
か
る
義
務
を
棺
続
す

る
で
あ
ろ
う
か
。
所
有
物
返
還
請
求
権
の
相
手
方
は
所
有
者
に
対
す
る
関
係
で
占
有
す
る
権
原
を
有
し
な
い
の
に
占
有
し
て
い
る
者
の
す

べ
て
で
あ
む
所
有
物
妨
害
排
除
請
求
権
の
相
手
方
は
妨
害
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
事
実
を
そ
の
支
配
内
に
収
め
て
い
る
者
で
あ
か
は
人
が

こ
の
よ
う
な
相
手
方
た
る
地
位
に
つ
く
の
は
、
そ
の
人
が
右
の
よ
う
な
事
実
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
義
務
の
承
継
と
い
っ
た

よ
う
な
法
律
関
係
は
こ
れ
に
該
当
し
な
い
。
占
有
は
承
継
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
(
民
一
八
七
条
参
照
〉
。
妨
害
物
の
所
有
権
も
占
有
も
承

継
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
か
か
る
承
継
は
、
承
継
者
が
物
権
的
請
求
権
の
相
手
方
占
有
者
と
な
る
原
因
を
な
す
も
の
で
あ
っ

〈

4
)

て
、
前
主
に
す
で
に
存
し
た
義
務
の
承
継
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

;fti1;27C3・4-59)417



説

(

1

)

建
物
収
去
が
土
地
明
波
の
手
段
方
法
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
土
地
明
渡
の
執
行
(
民
訴
七
三
一
条
〉
の
さ
い
に
的
権
者
が
み
ず
か
ら
建
物
を
収

去
す
る
の
を
債
務
者
が
受
忍
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
債
務
者
が
建
物
を
収
去
す
る
こ
と
を
強
制
す
る
(
代
答
執
行
)
の
で
あ
る
こ
と
は
、
物
権
的

請
求
権
の
相
手
方
が
建
物
を
収
去
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

(

2

)

星
野
英
一
「
民
法
概
論
」

H
第
一
分
冊
物
権
一
九
七
三
年
二
四
頁
。

(
3
)

我
妻
栄
「
物
権
法
」
一
九
五
二
年
〔
一
二
ハ
一
〕

(
4
〉
こ
れ
を
要
す
る
に
、
物
僚
的
請
求
権
の
相
手
方
に
対
す
る
義
務
づ
け
内
体
は
承
燃
に
親
し
ま
な
い
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
被
相

続
人
が
占
有
す
べ
き
権
限
な
く
し
て
占
有
し
て
い
た
動
産
ま
た
は
不
動
産
を
相
続
人
が
占
有
し
て
い
な
か
っ
た
場
合

ιは
、
被
相
続
人
の
死
亡
に
よ

り
、
所
有
物
返
還
箭
求
権
の
相
手
方
は
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
が
い
ち
お
う
生
ず
る
。
「
占
有
権
の
相
続
」
の
問
題
を
宵

定
し
よ
う
と
す
る
通
説
は
有
定
的
に
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
取
得
時
効
の
問
題
と
占
有
訴
権
の
問
題
と
が
妥
当
に
解
決
さ
れ
る
こ
と
を
狙
っ
た
も
の
で

あ
っ
た
(
鈴
木
禄
弥
前
掲
九
六
頁
)
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
限
り
で
の
み
、
占
有
権
の
相
続
を
宵
定
す
れ
ば
足
り
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
か
り

に
、
市
有
の
相
続
を
行
川
注
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
し
ょ
せ
ん
擬
制
で
あ
る
(
鈴
木
禄
弥
前
掲
一

O
一
頁
)
か
ら
、
擬
制
す
る
必
要
の
な
い
場
合
に

は
、
擬
制
し
な
い
の
が
正
当
な
解
釈
で
あ
ろ
う
(
し
か
し
、
判
例
(
後
掲
帥
往
(
1
)
(
2
)
参
照
〉
は
こ
の
僚
制
を
認
め
て
い
る
ら
し
い
〉
。

::/‘ “IIU 

ω
共
同
相
続
人
に
対
す
る
物
権
的
請
求
権

物
権
的
請
求
権
の
相
手
方
が
負
う
義
務
は
独
り
立
ち
し
て
添
継
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
物
権
的
請
求
権
が
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、

の
相
手
方
が
承
継
的
に
交
替
し
た
よ
う
に
見
え
て
も
、
新
旧
の
者
そ
れ
ぞ
れ
に
相
手
方
た
る
要
件
が
存
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
聞
に
、

そ
れ
は
旧
の
者
に
対
す
る
物
権
的
請
求
権
と
新
の
者
に
対
す
る
物
権
的
請
求
権
と
の
間
に
お
い
て

た
と
え
ば
占
有
の
移
転
が
あ
っ
て
も
、

時
間
の
点
に
お
い
て
物
権
的
請
求
権
の
な
い
瞬
間
が
存
し
な
か
っ
た
こ
と
を
も
た
ら
す
に
と
ど
ま
る
。
収
去
す
べ
き
建
物
の
所
有
権
を
相

続
に
よ
り
取
得
し
た
者
は
、
相
続
開
始
時
に
お
い
て
建
物
の
直
接
占
有
を
有
し
な
い
と
き
で
も
、
建
物
占
有
を
承
継
し
、
建
物
占
有
は
土

(
2〕

地
占
有
な
し
で
は
な
し
え
な
い
か
ら
、
建
物
を
占
有
す
る
相
続
人
は
必
然
的
に
土
地
を
占
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
土
地
占
有
の
権
原
を
有

し
な
い
被
相
続
人
か
ら
、
建
物
を
相
続
し
占
有
す
る
者
は
土
地
所
有
者
に
対
す
る
関
係
で
、
建
物
を
占
有
す
る
こ
と
に
よ
り
右
敷
地
を
不

北法27(3・4-60)418
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法
に
占
有
す
る
こ
と
に
な
り
、
物
権
的
請
求
権
の
相
手
方
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
他
方
に
お
い
て
、
地
上
に
建
物
を
所
有
す
る
こ
と
は
、

《

4
}

ハ
b
v

そ
の
土
地
を
占
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
地
上
建
物
所
有
者
は
敷
地
返
還
請
求
権
の
相
手
方
で
あ
る
。
か
く
て
、
建
物
を
所
有
し

か
っ
占
有
す
る
こ
と
が
相
続
に
よ
る
と
き
は
相
続
が
物
権
的
請
求
権
の
相
手
方
と
な
る
原
因
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
は
、
建
物
の
相
続
が

(
6
}
 

共
同
相
税
で
あ
る
場
合
も
変
り
は
な
い
。

共有告を被告とする建物収去土地明渡訴訟について

(
1
)

前
掲
1
ω
注
(
1
1

(
2
)

局
、
判
昭
和
三
四
年
四
月
一
五
H
訟
務
バ
報
五
巻
六
ひ
七
一
一
一
一
一
一
頁
参
照
。

(

3

)

H

域
判
昭
和
三
四
年
六
月
二
五
日
(
民
集
一
三
巻
六
日
ゲ
七
七
九
頁
)
は
、
敷
地
を
占
有
す
る
権
限
の
な
い
建
物
所
有
者
か
ら
建
物
を
借
り
受
け
て
占
有

し
て
い
る
者
は
、
そ
の
建
物
を
占
有
す
る
こ
と
に
よ
り
布
敷
地
を
不
法
に
占
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

(
4
)
(
5
)

大
判
昭
和
一
一
一
一
年
一
一
一
月
二
日
民
集
一
七
巻
二
二
円
以
二
二
六
九
頁
、
最
判
昭
和
三
五
年
六
月
一
七
日
民
集
一
四
巻
八
号
一
一
一
一
九
六
頁
。

戸

6
〕
建
物
共
同
相
続
人
は
そ
の
敷
地
全
部
を
共
川
占
有
す
る
ハ
広
ぬ
い
尚
判
昭
和
三
九
・
一
一
・
一
九
前
掲
参
照
〉
。
遺
産
分
割
前
に
お
い
て
は
、
建
物
共
同

相
続
人
が
、
物
権
的
請
求
権
の
相
手
方
と
な
る
。
遺
応
分
割
に
よ
り
建
物
が
共
同
相
続
人
中
の
一
人
の
者
の
所
有
に
帰
し
た
と
主
は
、
残
余
の
者
は
物

権
的
議
求
権
の
相
手
方
で
な
い
も
の
に
な
る
。

(:~) 

物
権
的
請
求
権
の
相
手
方
が
数
人
存
在
し
て
、
そ
の
数
人
が
、
所
有
物
返
還
請
求
権
の
目
的
物
を
相
続
に
よ
り
共
同
に
占
有
し
、

ま
た
は
、
所
有
権
を
妨
害
す
る
物
件
を
相
続
に
よ
り
共
同
所
有
し
て
い
る
と
き
は
、
相
手
方
と
し
て
負
う
義
務
は
、
合
有
的
か
、
共
有
的
に

帰
属
す
る
も
の
か
、
不
可
分
債
務
的
か
、
連
帯
債
務
的
か
。
前
述
川
の
よ
う
に
、
物
権
的
請
求
権
の
相
手
方
が
負
う
義
務
が
承
継
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
ら
、
義
務
の
共
同
相
続
の
態
様
と
し
て
の
、
合
有
債
務
な
い
し
共
有
的
帰
属
は
、
問
題
に
す
る
余
地
が
な
い
。
単
一
の
目
的

物
を
引
波
す
こ
と
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
性
質
上
不
可
分
の
給
付
で
あ
る
。
単
一
の
建
物
を
収
去
す
る
こ
と
も
同
様
で
あ
る
。
建
物
収
去

が
土
地
明
渡
の
履
行
の
一
態
様
で
あ
る
と
見
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
不
可
分
給
付
に
吸
収
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
不
可
分
給
付
を
義
務
づ
け

ら
れ
る
者
が
数
人
存
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
数
人
の
給
付
義
務
は
や
は
り
不
可
分
給
付
義
務
で
あ
る
う
。
で
は
、
こ
の
不
可
分
(
物
)
給

北法27(3・4-61)419



説

付
義
務
を
数
人
の
共
同
相
続
人
(
建
物
共
有
者
、
土
地
共
同
占
有
者
)
が
負
う
の
ま
「
不
可
分
債
労
」
へ
民
四
三
)
に
該
当
す
る
の
か
。

』

1

/

O条
¥

物
権
的
請
求
権
の
相
手
方
資
格
の
性
質
(
前
述
川
〉
に
か
ん
が
み
る
と
、
物
権
的
請
求
権
の
相
手
方
は
、
一
人
が
全
部
義
務
に
義
務
づ

け
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
い
み
で
、
数
人
の
者
が
、
物
権
的
請
求
権
の
相
手
方
と
し
て
不
可
分
目
的
物
の
給
付
を
義
務
づ
け
ら

で-/>、

rifHJ 

れ
る
こ
と
は
、
「
不
可
分
債
務
」
に
該
当
し
よ
う
。

(
1
)

中
国
淳
一
〔
判
例
研
究
〕
法
学
論
議
六
四
巻
六
日
乃
七
五
真
以
下
。

(
2
)

所
有
物
返
還
請
求
権
の
相
手
方
が
返
還
す
べ
き
U
的
物
を
共
同
占
有
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
数
人
の
者
が
不
可
分
給
付
義
務
を
負
う

の
は
、
前
述
つ
寸

2
、

ω、
注
(
2
)
〉
の
よ
う
に
、
日
的
物
を
共
同
に
占
有
し
て
レ
る
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
日
的
物
が
分
割
給
付
不
能
で
あ

る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。

四

共
同
相
続
建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
訴
訟
と
必
要
的
共
同
訴
訟

共
同
相
続
建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
訴
訟
に
つ
い
て
は
、

必
要
的
共
同
訴
訟
説
と
通
常
共
同
訴
訟
説
が
対
立
し
て
い
る
。
本
節
に
お
い

て
は
対
立
の
状
況
を
|
|
批
判
を
加
え
つ
つ

l
l分
析
す
る
。
対
立
の
場
は
大
別
す
れ
ば
、
実
体
法
の
法
規
制
が
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟

固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
の
手
続
で
事
案
を
処
理
す
べ
し
と
考
え
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
に
わ
か

を
必
然
な
ら
し
め
る
か
と
い
う
こ
と
と
、

ー
'
D
O

嘗+ペ、，
F
1
1 

実
体
法
の
法
規
制
と
訴
訟
共
同

共
同
相
続
建
物
は
共
同
相
続
人
の
ム
口
有
に
属
す
る
か
ら
、

こ
れ
を
収
去
し
て
敷
地
の
明
渡
を
求
め
る
訴
え
は
訴
訟
に
か
か
る
権
利
関
係
が
合
一
に
の
み
確
定
す
べ
き
所
謂
固
有
の
必
要
的
共
同
訴
訟

に
該
当
す
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
、
と
述
べ
た
。
と
ニ
ろ
で
、
合
有
の
内
容
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
合
有
物
の
処
分
は
合
有
者
全
員
の
同
意

)
 
・4ム(
 
前
述
(
一

1
注

ω〉
の
よ
う
に
、
福
井
地
判
昭
三
五
・
一
一
・
七
は
、
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を
要
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

同
じ
く
前
述
の
よ
う
に
、
東
京
高
判
昭
三
七
・
一

0
・
二
三
は
、

A

建
物
が
共
有
の
場
合
は
共
有
者
の
一
人
は
民
法
第
二
五
一
条
に
よ

り
他
の
共
有
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
共
有
建
物
を
収
去
で
き
な
い
わ
け
で
あ
る
o
v

こ
と
を
根
拠
と
し
て
、

A

建
物
収
去
土
地
明
渡
を

求
め
る
訴
は
共
有
者
全
員
を
被
告
と
す
る
こ
と
を
要
す
る
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
V

と
結
論
し
た
。

r、
、』ノ

我
美
栄
「
物
権
法
」
〔
三
四
三
〕
。

共有者を被作とする建物収去土地明i度訴訟について

ω
建
物
収
去
土
地
明
渡
を
他
の
者
の
同
意
な
し
に
は
な
し
え
な
い
、
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
合
有
も
共
有
も
変
り
は
な
い
。
と
こ

ろ
で
、
他
の
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
建
物
を
収
去
し
土
地
を
明
渡
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
他
の
者
の
共
同
作
業
〈
共
同

を
得
な
け
れ
ば
建
物
を
収
去
し
土
地
を
明
渡
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
と
は
異
な
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
他
の
者
の
同
意
を
得
ら
れ
れ
ば
、
建
物
収
去
土
地
明
渡
を
単
独
の
行
為
と
し
て
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
こ
と
は
、
一
人
の
者
に
対
し
建
物
収
去
土
地
明
渡
の
全
部
履
行
を
請
求
す
る
こ
と
(
民
四
三
勺
条
、
)
と
両
立

F

四
三
二
A

」

す
る
。
こ
の
な
味
で
、
前
掲
広
島
高
判
昭
三
九
・
一
一
・
一
九
が
、

A

他
の
共
有
者
が
そ
の
建
物
を
占
有
し
て
い
る
如
き
場
合
に
は
、
他

の
共
有
者
を
も
相
手
と
し
て
建
物
収
去
土
地
明
渡
の
請
求
を
し
な
い
限
り
、
共
同
侵
害
行
為
全
部
の
除
去
を
求
め
得
な
い
こ
と
に
な
る

が
、
こ
の
こ
と
は
共
同
侵
害
者
た
る
建
物
共
有
者
各
自
が
建
物
収
去
土
地
明
渡
の
全
部
義
務
を
負
う
こ
と
と
矛
盾
す
る
も
の
と
は
い
え
な

い
:
:
:
v
と
述
べ
て
い
る
の
は
正
当
で
あ
る
。

の
収
去
、
共
同
の
占
有
移
転
)

(
1
〉
他
の
者
の
同
意
は
、
物
に
「
変
更
ヲ
加
フ
ル
」
(
民
二
五
一
条
)
こ
と
に
つ
い
て
だ
け
に
限
る
も
の
で
は
な
く
、
物
を
処
分
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
必

要
で
あ
り
、
逆
に
、
他
の
者
の
同
意
が
あ
れ
ば
、
単
独
で
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
、
建
物
収
去
行
為
を
単
独
で
す
る
こ
と
が
で
き
、
土
地
の
占
有
を

(
単
独
占
有
に
変
え
た
う
え
)
地
主
に
移
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
強
制
執
行
を
す
る
に
は
他
の
者
を
含
め
た
全
員
に
対
す
る
債
務
名
義
が

北法27(3・4-63)421



ー引

ω

必
要
で
あ
る
こ
と
は
、
右
の
こ
と
と
低
触
す
る
も
の
で
は
な
い
。

(
2
)

紙
浦
繋
判
例
評
論
一
一
五
号
三
七
頁
は
、
民
法
二
五
一
条
の
規
定
を
共
有
者
に
共
同
的
義
務
を
課
し
た
も
の
と
解
し
て
い
る
。
そ
れ
が
共
同
作
業
義

務
を
意
味
す
る
な
ら
ば
、
正
当
な
解
釈
と
は
い
え
な
い
。
共
有
者
内
部
に
お
い
て
は
同
意
℃
足
り
、
対
外
的
に
単
独
作
業
に
よ
る
股
行
を
す
る
こ
と
に

つ
ケ
な
ん
の
支
障
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。

日ノ、

jilflJ 

共
同
相
続
人
の
一
人
が
他
の
者
の
同
志
を
得
れ
ば
単
独
で
建
物
収
去
土
地
明
渡
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、

つd

物
収
去
土
地
明
渡
義
務
が
履
行
行
為
共
同
を
必
要
と
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
建
物
収
去
土
地
明
渡
義

務
は
数
人
に
ハ
附
属
す
る
が
、
明
渡
行
為
は
(
他
の
同
立
が
あ
れ
ば
)
単
一
人
で
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
義
務
の
帰
属
と
い

う
観
点
に
た
つ
と
き
は
、
そ
れ
が
義
務
の
ん
口
有
的
帰
属
な
い
し
義
務
の
共
有
的
な
帰
属
で
あ
っ
て
も
「
、
建
物
収
去
土
地
明
渡
義
務
は
、
前

、
で
す
ι
ゆ
、
〕
の
よ
う
に
不
可
分
債
務
に
あ
た
む
ω

そ
れ
は
、
各
自
が
全
部
義
務
を
負
う
場
合
で
あ
っ
て
、
債
務
〈
給
付
義
務
)
の
目

/
二
一

2
川
、
、

的
(
給
付
す
べ
き
物
〉
が
不
可
分
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
給
付
す
る
の
に
他
の
者
の
同
意
を
要
す
る
か
ア
心
円
か
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る

〈

3
)

も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
訴
訟
共
同
の
必
要
性
の
問
題
は
、
数
人
の
う
ち
一
人
に
の
み
給
付
義
務
の
履
行
を
訴
求
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
あ
。
，
}
の
問
題
は
、
給
付
の
目
的
物
が
不
可
分
で
あ
る
か
可
分
で
あ
る
か
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

解
決
を
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
o

以
上
の
検
討
か
ら
、

共
同
相
続
人
の
共
同
相
続
娃
物
収
去
土
地
明
渡
義
務
の
履
行
を
求
め
る
訴
訟
を
泊

義
務
が
不
可
分
債
務
で
あ
る
こ
と
に
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
の

活
共
同
訴
訟
で
あ
る
と
断
ず
る
と
し
て
も
、
そ
の
山
山
由
を
、

〔

5
〉

で
あ
る
。
そ
れ
が
、
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
で
は
な
い
と
断
、
ず
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

一
人
が
全
部
履
行
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
義
務
の
版
行
を
求
め
る
訴
訟
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
義
務
が
給
付
義
務
で
、
給
付
の
日
的
物

を
給
付
す
る
と
い
う
履
行
が
目
的
物
の
処
分
に
該
均
す
る
場
合
に
は
他
の
者
の
す
べ
て
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

kHE
ド
パ
ー
ト
」

，rレ
lv?"

}
人
の
履
行
の
可
何
が
他
の
者
の
同
怠
の
有
無
に
依
存
す
る
、

と
い
う
法
律
関
係
と
訴
訟
共
同
の
必
要
性
と
の
関
係
を
検
討
し 建

，1[:法27(3・4-64)422
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

共有者を被告とする建物収去土地明波訴訟について

(
1
〉
一
一
2
帥
注
(
2
)
を
み
よ
。

(
2
)

訟
浦
馨
判
例
評
論
一
一
五
サ
三
七
頁
は
、
地
主
の
物
権
的
請
求
権
に
対
応
す
る
地
上
建
物
共
同
相
続
人
の
建
物
収
去
士
地
明
渡
義
務
を
不
円
ベ
正
止
連

帯
債
務
な
い
し
準
不
真
正
連
帯
債
務
(
民
七
一
九
条
)
と
し
て
認
め
る
ほ
う
が
よ
り
適
当
で
は
な
い
か
と
思
う
、
と
述
べ
て
い
る
。

(
3
)

分
割
給
付
の
不
能
な
円
的
物
を
共
有
す
る
数
人
が
完
主
と
し
て
こ
れ
を
引
渡
す
場
合
と
、
一
定
額
の
金
銭
の
支
払
い
を
怠
忠
夫
ぷ
に
よ
り
不
可
分
の

も
の
と
し
て
、
こ
れ
を
数
人
の
者
が
支
払
う
べ
き
義
務
を
負
担
し
た
場
合
と
を
比
べ
る
と
、
前
者
に
お
い
て
は
、
他
の
者
の
川
怠
を
要
す
る
が
、
後
者

に
お
い
て
は
、
他
の
者
の
同
意
を
要
し
な
い
。
全
傾
支
払
い
は
共
有
物
の
処
分
変
更
に
該
当
し
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
、
不
可
分
債
務
で
あ
る
。

(
4
)

い
さ
さ
か
観
念
的
す
、
ぎ
る
が
、
給
付
の
日
的
物
が
分
割
可
能
で
あ
る
か
不
可
分
で
あ
る
か
の
問
題
と
義
務
の
履
行
什
休
を
数
人
が
一
体
と
L
て
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
と
は
、
次
元
が
異
な
る
の
で
あ
る
。

(
5
)

八
訴
訟
の
目
的
た
る
請
求
が
不
可
分
債
務
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
、
そ
の
請
求
が
必
要
的
共
同
訴
訟
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ

と
に
は
直
ち
に
は
な
ら
な
い
。

V
(村
松
俊
夫
判
例
タ
イ
ム
ズ
二
二
四
号
五
五
頁
)
。
義
務
が
不
可
分
債
務
で
あ
り
か
つ
義
務
の
現
実
の
履
行
を
数
人
一

体
と
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
な
い
と
観
念
す
る
こ
と
は
背
理
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

共
同
相
続
建
物
収
去
土
地
明
渡
の
履
行
を
共
同
相
続
人
の
一
人
が
単
独
で
行
な
う
の
に
他
の
共
同
相
続
人
全
員
の
同
意
を
要
す
る

場
合
に
お
い
て
、
同
意
の
存
在
は
、
右
一
人
の
共
同
相
続
人
の
義
務
の
発
生
の
条
件
で
は
な
く
、
帰
属
の
条
件
で
も
な
く
、
履
行
態
様
の

(4) 
条
件
で
も
な
く
、
履
行
の
制
約
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
こ
の
制
約
は
、

共
同
相
続
人
の
内
部
の
相
互
の
関
係
に
お
い
て
課
せ
ら
れ
た
制
約
で

あ
っ
て
、
外
部
の
第
三
者
と
の
関
係
に
お
い
て
第
三
者
に
対
し
て
第
三
者
の
請
求
権
を
制
限
す
る
も
の
で
は
な
い
。
第
三
者
と
の
関
係
で

は
共
同
相
続
人
の
全
員
が
各
自
全
部
義
務
履
行
を
な
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
三
者
は
共
同
相
続
人
の
各
自
に
対
し
て
全
部

義
務
の
履
行
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
共
同
相
続
人
の
一
人
の
み
が
訴
求
さ
れ
た
場
合
に
、
こ
の
者
は
、
他
の
共
同
相
続
人
の
同
意

が
な
い
こ
と
を
根
拠
に
し
て
、
義
務
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
履
行
を
拒
絶
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

一
人
の
み
に
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説

対
し
て
履
行
を
命
ず
る
判
決
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

一
人
の
み
に
対
し
て
、
履
行
義
務
を
確
認
的
に
宣
言
し
、
履
行
の
債

務
名
義
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

日命

(
1
)

債
権
は
数
人
の
債
務
者
に
対
し
て
分
割
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
数
人
の
債
務
者
は
各
自
が
全
部
義
務
を
負
う
。
数
人
の
債
務
者
が
存
す
る
こ
と
は
、
債

権
の
全
部
履
行
に
つ
き
義
務
と
責
任
を
負
う
者
が
数
人
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。
債
権
の
内
容
が
物
の
給
付
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
給
付
す
べ
き
物
に

つ
き
債
務
者
数
人
が
こ
れ
を
共
有
す
る
と
き
で
も
、
物
の
全
部
に
つ
き
給
付
を
す
る
こ
と
の
妨
げ
は
存
し
な
い
。
共
有
者
は
そ
の
物
に
つ
き
持
分
権
を

有
す
る
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
に
よ
り
物
の
全
範
閤
を
支
配
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
か
り
に
、
一
個
の
全
部
義
務

を
数
人
が
共
有
す
る
と
観
念
す
る
と
き
は
、
一
人
は
義
務
自
体
に
つ
き
持
分
を
有
す
る
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
る
け
れ
ど
も
、
持
分
に
も
と
づ
き
義
務

の
全
範
聞
に
わ
た
り
義
務
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
け
っ
き
ょ
く
、
物
の
全
部
に
つ
き
給
付
す
る
こ
と
(
の
全
部
)
に
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
ろ
う
。

各
自
は
、
自
分
の
同
意
な
し
に
は
他
の
者
が
処
分
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
利
益
を
有
す
る
。
し
か
し
、
自
分
の
処
分
に
他
の
者
の

M

怠
が
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
利
益
を
有
す
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

他
の
者
の
同
意
な
し
に
は
単
独
で
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
制
約
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
義
務
の
内
容
・
帰
属
の
制
限
で
は
な
い
か
ら
、

義
務
を
八
共
同
的
債
務
の
色
彩
を
帯
び
た
一
個
の
義
務

V
(松
浦
馨
判
例
評
論
一
一
五
号
三
八
頁
〉
と
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

(
2
)

前
注
を
み
よ
。
実
体
法
上
、
債
権
者
に
対
し
債
務
者
は
各
自
が
履
行
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
よ
っ
て
、
一
人
の
債
務
者
に
対
す
る
債
務
名

義
に
も
と
づ
き
そ
の
債
務
者
に
強
制
執
行
を
す
る
こ
と
は
、
執
行
法
上
は
違
法
で
な
い
。
し
か
し
、
一
人
が
他
の
者
の
同
意
を
得
な
い
で
履
行
す
る
こ

と
は
債
務
者
双
互
の
問
に
お
い
て
は
突
体
法
上
違
法
で
あ
る
。
こ
の
違
法
を
後
め
る
利
益
は
他
の
者
に
あ
る
。
こ
の
者
に
は
右
の
利
益
を
防
衛
す
る
た

め
第
三
者
異
議
の
訴
え
の
手
段
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、

2ω
川
注
(
3
)を
み
よ
。

共
同
相
続
建
物
収
去
土
地
明
渡
訴
訟
は
、
各
自
が
実
体
法
上
そ
れ
ぞ
れ
全
部
義
務
を
負
う
と
い
う
こ
と
か
ら
、

有
す
る
(
九
日
制
れ
は
)
と
い
う
債
務
者
の
複
数
性
お
よ
び
連
結
性
に
か
か
わ
ら
ず
、
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

(5) 

各
自
が
建
物
を
共

ヲ

hv

。
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2 

訴
訟
共
同
・
合
一
確
定
の
願
望

実
体
法
の
法
規
制
が
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
を
必
然
な
ら
し
め
る
か
と
は
別
に
、
共
同
相
続
建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
に
つ
き
、
訴
訟

を
共
同
に
し
合
一
判
決
を
え
ら
れ
る
よ
う
な
手
続
に
よ
り
処
理
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
絶
え
な
い
。
そ
れ
は
、

共
同
財
産
の
処
分

に
つ
な
が
る
訴
訟
に
お
い
て
は
共
同
利
益
に
つ
い
て
防
御
の
共
同
を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
理
念
が
背
後
に
存
ず
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
理
念
に
も
と
づ
く
訴
訟
共
同
・
合
一
確
定
の
願
望
が
あ
り
、
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
の
論
争
は
、
①
共
同
防
御
の
必
要
性
、
②
全
員
を

被
告
と
す
る
こ
と
の
困
難
性
、
③
一
部
の
者
の
み
に
対
し
て
判
決
す
る
こ
と
の
功
罪
、
を
主
題
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

共
同
防
御
の
必
要
性

共有者を被告とする建物収去土地明波訴訟について

収
去
す
べ
き
建
物
を
共
同
に
所
有
す
る
も
の
は
、
収
去
を
請
求
す
る
者
に
対
し
て
共
通
の
防
御
の
利
益
を
有
す
る
。
そ
こ
で
、

防
御
に

お
い
て
共
同
歩
調
を
と
る
こ
と
を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
で
て
く
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
防
御
は
各
人
の
自
由

で
あ
る
と
い
う
見
解
が
対
立
す
る
。
共
同
防
御
確
保
説
は
、
争
わ
な
い
も
の
を
被
告
と
す
る
必
要
が
な
い
と
い
う
攻
撃
に
対
し
て
、
争
わ

(
2
)
 

な
い
も
の
は
、
他
の
者

ι訴
訟
追
行
権
を
委
ね
た
も
の
と
み
う
る
か
ら
、
判
決
の
執
行
力
は
そ
の
者
に
も
及
ぶ
と
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

妥
協
を
は
か
り
、
全
員
が
訴
訟
に
関
与
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
訴
訟
手
続
と
し
て
不
都
合
が
多
い
と
い
う
攻
撃
に
対
し
て
は
、
選
定
当
事
者

(
3
)
 

の
規
定
な
ど
の
活
用
を
す
れ
ば
よ
い
と
防
御
す
る
。

(
1
)

こ
の
対
立
の
様
相
に
つ
い
て
は
千
種
秀
夫
法
曹
時
報
二
O
巻
八
号
一
八
九
=
具
。

(
2
)

五
十
部
豊
久
前
掲
一
九
一
頁
。
し
か
し
、
争
わ
な
い
者
の
扱
い
に
関
す
る
法
的
規
制
が
な
ん
で
あ
る
か
は
、
確
認
の
訴
え
、
給
付
の
訴
え
、
形
成
の

訴
え
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
異
な
る
。
給
付
の
訴
え
は
、
債
務
名
義
を
得
る
こ
と
が
そ
の
利
益
で
あ
る
か
ら
、
現
に
履
行
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
訴
え

の
利
益
を
生
ぜ
し
め
、
争
わ
な
い
こ
と
は
訴
え
の
利
益
を
阻
却
す
る
も
の
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
争
わ
な
い
者
を
被
告
と
す
る
必
要
が
な
い
と
い
う
攻

撃
は
、
訴
え
の
利
益
と
い
う
観
点
か
ら
の
攻
撃
で
あ
る
な
ら
ば
、
当
ら
な
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
争
わ
な
い
者
は
訴
え
な
く
て
も
よ
い
と
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
攻
撃
が
、
費
用
や
時
間
の
か
か
る
手
続
上
の
負
担
を
軽
減
す
べ
き
だ
と
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説

い
う
観
点
か
ら
も
な
さ
れ
る
〔
福
永
有
利
前
掲
法
学
論
集
五
七
頁
〉
。
し
か
し
、
こ
の
攻
撃
は
、
必
要
的
共
同
訴
訟
で
あ
る
か
否
か
を
決
す
る
根
拠
に
な

る
も
の
で
は
な
い
。
執
行
段
階
に
お
い
て
費
用
や
時
間
の
か
か
る
手
続
上
の
負
担
を
負
う
こ
と
が
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
と
任
意
的
訴
訟
信
託
と
は
別
の
こ
と
で
あ
る
。
争
う
者
で
も
許
さ
れ
た
任
意
的
訴
訟
信
託
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
建
物
収
去
十
.
地
明
渡

請
求
の
相
手
方
た
る
建
物
共
同
所
有
者
が
相
互
に
訴
訟
信
託
を
す
る
こ
と
を
適
法
慨
す
る
か
ど
う
か
は
l
l
h円
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
予
想
す
る
が

ー
ー
な
お
検
討
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
を
肯
定
し
て
も
、
共
同
歩
調
を
と
る
こ
と
を
強
制
し
て
も
法
律
上
の
障
害
は
生
じ
な
い
と
い
う

弁
明
が
で
き
る
に
と
ど
ま
り
、
右
の
よ
う
な
強
制
の
根
拠
と
す
る
に
は
足
り
な
い
。

(
3
)

五
十
部
豊
久
前
掲
一
九
二
頁
。

ヲム
ロ間

(2) 

全
員
を
被
告
と
す
る
こ
と
の
困
難
性

強
制
執
行
の
た
め
に
は
(
同
意
し
て
い
な
い
〉
全
員
に
対
し
債
務
名
義
を
得
る
必
要
、
が
あ
る
。
全
員
に
対
し
置
務
名
義
を
得
る
に
は
全

員
を
同
一
手
続
の
被
告
と
す
る
こ
と
が
最
も
近
道
で
あ
る
。
し
か
し
、
全
員
を
知
る
こ
と
が
困
難
な
こ
と
が
事
実
と
し
て
存
し
う
る

で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
。
法
曹
時
報
二

O
巻
八
号
一
八
九
一
頁
〉
。
そ
こ
で
、
全
員
を
同
一
手
続
の
被
告
と
す
る
こ
と
を
訴
訟
法
上
強

制
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
例
外
が
稀
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
強
制
す
る
こ
と
を
臨
時
す
べ
き
で
な
い
と
い
う
見
解
が
あ
り
、
こ
れ

と
困
難
な
こ
と
を
強
制
す
べ
き
で
な
い
と
い
う
見
解
と
が
対
立
す
る
。
前
者
の
見
解
は
強
制
の
弊
の
稀
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
強
制
す
る

〈

2
)

こ
と
に
つ
き
寛
容
を
説
く
も
の
で
あ
っ
て
、
強
制
の
根
拠
と
な
り
う
る
か
に
つ
き
な
お
検
討
を
要
し
よ
う
。

(
l
〉
福
永
有
利
前
掲
法
学
論
集
五
七
|
六

O
頁
、
前
掲
法
商
同
時
報
二

O
巻
八
号
一
八
九
二
貝
が
こ
の
対
立
を
紹
介
し
て
い
る
。
な
お
、
令
d
尽
を
被
行
と
す

る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
は
、
会
一
員
を
被
告
と
す
べ
き
ケ
l
ス
で
あ
る
と
い
う
判
断
を
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
、

4
1
口
日
を
被
行
と
し

な
く
て
も
よ
い
ケ
1

ス
で
あ
る
の
に
全
員
を
被
告
と
す
べ
く
苦
労
を
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
無
駄
骨
と
、

4
1
口
県
を
被
告
と
す
べ
き
ケ
!
ス
で
あ
る
の
に

そ
う
考
え
な
い
で
一
部
の
者
の
み
を
被
告
と
し
た
た
め
に
、
|
|
本
案
判
決
に
熟
し
て
い
る
と
き
で
も

l
l
却
下
さ
れ
る
と
い
う
リ
ス
ク
と
を
伐
わ
せ

る
こ
と
に
な
り
、
原
告
に
酷
で
あ
り
、
訴
訟
不
経
済
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
(
福
永
有
利
法
学
論
集
五
七
頁
)
。

(
2〉
前
者
の
見
解
は
強
制
の
弊
を
前
提
と
し
つ
つ
も
そ
の
蓋
然
性
の
小
さ
い
こ
と
に
依
拠
し
て
強
制
に
時
切
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
規
範
と
す
る
に
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は
、
困
難
を
課
す
べ
か
ら
ず
と
い
う
の
は
小
義
で
あ
っ
て
、
訴
訟
共
同
強
制
は
大
義
で
あ
る
と
い
う
判
断
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
果
し

て
そ
う
い
う
判
断
、
か
正
当
で
あ
る
か
は
な
お
検
討
を
要
し
よ
う
。

(3) 

一
部
の
者
の
み
に
対
し
て
判
決
す
る
こ
と
の
功
罪

こ
の
主
題
に
つ
い
て
は
、
①
そ
れ
は
紛
争
の
完
全
な
解
決
で
あ
る
と
い
え
る
か
、
②
そ
れ
は
無
駄
骨
と
な
り
訴
訟
不
経
済
に
な
る
こ
と

は
な
い
か
、
@
そ
れ
は
不
当
執
行
の
危
険
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
点
に
お
い
て
、
論
争
が
あ
る
。

卯
紛
争
の
完
全
な
解
決

共有者を被告とする建物収去土地明波訴松について

一
部
の
者
の
み
に
対
す
る
判
決
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
紛
争
の
完
全
な
解
決
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
見
解
と
、

〔

2
)

う
こ
と
が
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
見
解
と
が
対
立
し
て
い
る
。
前
者
の
見
解
は
、
要
す
る
に
、
一
部
の
者
の
み
に
対
す
る
判
決

は
、
そ
れ
だ
け
で
は
原
告
の
権
利
の
事
実
的
実
現
に
役
立
つ
も
の
で
な
い
と
い
う
、
権
利
実
現
へ
の
有
用
性
を
基
準
と
す
る
機
能
論
で
あ

る
。
後
者
の
見
解
は
、

そ
れ
も
完
全
な
解
決
と
い

一
個
の
法
主
体
と
一
個
の
法
主
体
と
の
聞
の
紛
争
が
十
全
に
解
決
す
る
こ
と
を
も
っ
て
完
全
な
解
決
と
い
う
べ
き

で
あ
る
と
い
う
、
近
代
法
の
基
本
構
造
論
で
あ
る
。
機
能
論
と
構
造
論
と
は
噛
み
合
っ
て
対
立
す
る
も
の
で
は
な
い
。
基
本
構
造
の
現
状

の
ま
ま
で
は
欲
す
る
機
能
が
得
ら
れ
な
い
と
き
は
、
立
法
に
よ
る
修
正
を
待
つ
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
1
)

五
十
部
豊
久
「
必
要
的
共
同
訴
訟
と
二
つ
の
紛
争
類
型
」
民
事
訴
訟
雑
誌
一
二
号
一
九
六
六
年
一
九

O
頁。

(
2
)

福
永
有
利
民
商
法
雑
誌
五
九
巻
五
号
一
九
六
九
年
八

O
七
頁
。

(
3
)

前
者
の
見
解
は
、
八
実
質
的
に
一
個
の
紛
争
関
係
を
数
個
の
訴
訟
に
分
断
す
る
こ
と
を
認
め
る

V
こ
と
に
は
、
八
原
告
の
被
告
選
択
に
よ
る
紛
争
分

断
の
自
由
を
他
の
共
同
所
有
者
お
よ
び
裁
判
所
の
犠
牲
に
お
い
て
無
制
限
に
認
め
る
と
い
う
処
分
権
主
義
の
過
大
評
価
が
あ
り
は
し
な
い
か
。

V
(五

十
部
豊
久
前
掲
注
(

1

)

)

と
い
う
評
価
を
背
民
に
も
つ
。

こ
の
-
評
価
は
、
実
質
的
に
一
個
の
紛
争
を
一
回
の
訴
訟
で
解
決
す
べ
し
と
い
う
予
断
の
も
と
で
、
個
別
訴
訟
が
紛
争
の
分
断
に
な
る
こ
と
に
対
守
し

て
、
評
価
を
下
す
も
の
で
あ
る
の
で
、
分
断
に
な
ら
な
い
こ
と
を
前
提
と
す
る
評
価
に
優
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
他
方
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
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説

批
判
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
な
批
判
を
受
け
る
ケ
l
ス
は
現
実
に
は
起
る
こ
と
が
稀
で
あ
る
と
い
う
現
実
論
に
よ
る
弁
明
が
あ
る
(
千
種
秀
夫
法
曹
時

報
二

O
巻
八
号
一
八
九
一
一
良
参
照
)
。

(
4
〉
一
人
対
一
人
の
一
個
の
利
益
に
関
す
る
紛
争
を
一
回
の
手
続
で
解
決
す
る
こ
と
は
現
行
法
の
建
前
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
一
人
対
数
人
の
共
通

の
利
害
関
係
に
関
す
る
紛
争
に
つ
い
て
は
、
対
物
訴
訟
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
な
い
現
行
法
の
も
と
で
は
、
法
主
体
ご
と
に
紛
争
を
解
決
す
る

こ
と
が
現
行
法
の
建
前
で
あ
る
と
解
さ
ざ
る
を
え
な
い
(
一
人
対
数
人
の
一
個
の
物
に
つ
い
て
の
所
有
権
確
認
請
求
訴
訟
を
想
起
せ
よ
)
。
法
主
体
ご
と

に
各
別
に
紛
争
を
観
念
し
各
別
に
解
決
す
る
こ
と
に
つ
き
法
律
上
と
く
だ
ん
の
制
約
が
存
す
る
と
き
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
法
主
体
が
単
独
で
全
部

給
付
義
務
を
負
う
べ
き
法
律
関
係
に
つ
い
て
は
各
別
に
紛
争
を
観
念
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

論

制

訴
訟
不
経
済

一
部
の
者
の
み
に
対
す
る
判
決
は
、
他
の
者
の
同
意
が
な
い
と
き
は
、
こ
れ
に
基
づ
く
強
制
執
行
は
阻
止
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る

(
2
v
 

と
い
う
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
判
決
を
求
め
さ
せ
る
べ
き
で
な
い
、
と
い
う
見
解
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、
一

(
日
)

部
の
者
に
対
し
判
決
が
あ
る
と
き
は
他
の
者
は
同
意
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
無
益
で
は
な
い
と
い
う
見
解
が
対
立
す
る
。
前
者
の
見
解
は
個

A 
別
の
訴
え
の
利
益
を
否
定
す
る
見
解
で
あ
る
が
、
後
者
の
見
解
は
現
実
の
事
実
と
し
て
起
こ
る
可
能
性
に
つ
い
て
の
見
解
で
あ
る
ο

後
者

の
見
解
と
対
立
す
る
も
の
と
し
て
適
す
る
見
解
は
、
他
の
者
は
そ
れ
で
も
同
意
し
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
見
解
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
同

意
す
る
で
あ
ろ
う
か
否
か
と
い
う
こ
と
は
、
解
釈
論
の
論
拠
た
り
う
る
か
は
疑
わ
し
い
。
よ
っ
て
、

の
起
こ
る
可
能
性
を
突
き
あ
わ
せ
る
こ
と
は
、
解
釈
論
の
是
非
の
き
め
て
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。

事
実
の
起
こ
る
可
能
性
と
反
対
事
実

(
1
〉
か
か
る
見
解
は
、
法
解
釈
上
の
通
説
で
あ
る
。

F
2
)

そ
の
よ
う
な
判
決
を
求
め
る
訴
え
に
訴
え
の
利
益
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
ひ
き
出
さ
れ
て
い
る
(
福
永
有
利
「
特
定
物
引
渡
請
求
訴

訟
の
被
告
適
格
」
四
七
頁
の
紹
介
参
閉
じ
。
ま
た
、
同
意
、
か
え
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
訴
訟
が
無
駄
に
な
り
不
経
済
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

(
3
〉
八
一
方
他
の
共
有
者
に
お
い
て
右
勝
訴
判
決
の
結
果
を
肯
定
し
、
原
告
の
権
利
を
争
わ
な
い
可
能
性
も
ま
た
あ
り
得
る

V
(前
掲
広
島
高
判
昭
三
九

・
一
一
・
一
九
)
。
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一
部
の
者
の
み
に
対
す
る
判
決
を
し
て

'R
他
の
者
に
対
す
る
判
決
が
こ
れ
と
異
な
る
と
き
は
、

訴
訟
不
経
済
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、
現
実
に
は
別
訴
で
争
わ
れ
で
も
判
断
が
区
々
に
な
る
こ
と
は
稀
で
あ
ろ
う
と

い
う
見
解
が
あ
る
。
前
者
の
見
解
は
、
法
論
理
の
展
開
と
し
て
の
必
然
の
可
能
性
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
後
者
の
見
解
は
現
実
の
事
実
と

し
て
起
こ
る
可
能
性
を
述
べ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
可
能
性
は
現
実
に
区
々
の
判
決
が
さ
れ
る
可
能
性
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
実
に
起
こ

る
こ
と
の
可
能
性
を
法
解
釈
論
の
根
拠
と
す
る
こ
と
は
前
述
の
よ
う
に
疑
問
で
あ
る
。
区
々
の
判
決
は
稀
で
あ
る
と
い
う
見
解
は
、

性
に
と
ど
ま
ら
ず
、
高
度
の
蓋
然
性
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

B 

さ
き
の
判
決
は
無
益
と
な
り
、

は

現
実
に
同
旨
の
判
決
が
な
さ
れ
る
蓋
然
性
が
高
い
と
い
う
こ
と

一
部
の
者
の
み
に
対
す
る
判
決
を
す
る
こ
と
を
寛
容
宥
恕
す
る
こ
と
の
弁
明
に
は
な
る
が
、
こ
れ
を
規
範
と
し
て
通
用
さ
せ
る
こ
と

共有者を被告とする建物収去土地明渡訴訟について

の
根
拠
と
な
し
う
る
か
は
な
お
検
討
を
要
す
る
。

(
1
)
 

(
2
)
 
五
十
部
豊
久
前
掲
一
九

O
頁。

千
種
秀
夫
前
掲
一
八
九
一
頁
。

('~ 

不

当

執

行

一
部
の
者
の
み
に
対
す
る
判
決
が
あ
る
と
き
は
、
現
実
に
不
当
執
行
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
、
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

は
、
法
律
上
、
他
の
者
が
自
己
の
権
利
を
主
張
し
て
第
三
者
異
議
の
訴
え
を
起
こ
し
て
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

こ
の
執
行

A

当
事
者
と
せ
ら
れ
な
か
っ
た
他
の
共
同
所
有
者
の
利
益
保
護
を
執
行
の
段
階
に
お
い
て
の
み
考
慮
す
る
こ
と
だ
け
で
は
不
充
分
で

あ
る
V

と
し
、

A

訴
が
共
同
所
有
者
全
員
に
対
し
向
け
ら
れ
な
い
か
ぎ
り
執
行
力
を
伴
う
債
務
名
義
を
作
出
し
な
い
も
の
と
し
な
け
れ

ば
、
共
同
所
有
者
各
自
の
利
益
保
護
は
充
分
な
も
の
と
な
し
難
い
o
v

と
す
る
見
解
が
あ
る
。

て、

」
の
見
解
の
前
段
か
ら
後
段
を
導
出
す
る

こ
と
に
は
論
理
の
飛
援
が
あ
る
。
他
の
共
同
所
有
者
の
利
益
保
護
を
後
段
と
異
な
る
方
法
で
訴
訟
の
段
階
で
考
慮
す
る
こ
と
を
検
討
す
ベ

可
能
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説

き
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
執
行
の
段
階
で
の
み
考
慮
す
る
こ
と
が
現
行
法
の
建
前
で
あ
る
の
か
も
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ

〈

3
)

h
h
ノ
。

=Et. 
日間

(
1
〉
東
京
高
判
昭
和
三
二
年
二
月
二
七
日
束
尚
氏
時
報
八
巻
二
号
五
八
頁
参
照
。
福
永
有
利
「
特
定
物
引
渡
詰
求
訴
訟
の
被
告
適
格
」
(
関
西
大
学
法
学
論

集
一
四
巻
二
号
一
九
六
四
年
)
は
、
人
口
有
山
川
務
心
つ
い
て
各
債
務
者
に
単
独
の
被
告
適
格
を
認
め
、
執
行
に
お
い
て
は
、
全
員
に
つ
い
て
債
務
名
義
が

あ
る
こ
と
を
執
行
前
に
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
、
こ
の
確
認
そ
執
行
文
付
与
の
段
階
で
す
べ
き
で
あ
ろ
う
(
民
訴
五
一
八
条
二
項
準
用
〉
、
と
述
べ

て
い
る
。

そ
う
す
る
と
、
そ
れ
は
敗
訴
債
務
者
が
執
行
文
付
与
に
対
す
る
異
議
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
に
よ
る
こ
と
に
な
ろ
う
(
五
十
部
豊
久
前
掲
一
八
九
頁

も
福
永
説
を
こ
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
)
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
述
四
1
糾
注
(
1
)
の
よ
う
に
、
敗
訴
者
は
他
の
者
に
つ
い
て
債
務
名
義
が
存
し
な
い

こ
と
を
理
由
に
目
己
へ
の
執
行
を
阻
止
す
る
利
益
は
な
く
、
他
の
者
の
ほ
う
で
執
行
を
阻
止
す
る
利
益
が
あ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
利
益
は
敗
訴
者
に
よ

っ
て
主
張
さ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

(

2

)

五
十
部
豊
久
前
掲
一
八
九
|
一
九

O
瓦。

不
当
執
行
が
現
実
に
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
う
る
こ
と
は
、
一
部
の
者
に
対
す
る
債
務
名
義
に
は
他
の
者
の
同
意
を
要
す
る
回
目
の
記
載
が
な
い
の

で
、
他
の
者
の
同
意
の
有
無
に
か
か
わ
る
こ
と
な
く
、
執
行
さ
れ
る
こ
と
を
い
み
す
る
。
そ
L
て
、
執
行
が
完
了
し
た
後
は
、
第
三
者
異
議
の
訴
え
を

提
起
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
(
腕
州
問
一
比
一
一
六
江
一
一
一
誠
一
隅
一
辛
目
当
想
的
ア
r
E一
臥
九
頁
)
、
共
同
被
告
と
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
が
第
三
者
異
議

の
訴
え
の
機
会
を
奪
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。

(
3
)

も
と
も
と
、
他
の
共
同
所
有
者
の
刊
益
は
他
の
共
同
所
有
者
み
ず
か
ら
が
防
衛
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
こ
の
者
を
被
告
と
す
る
訴
訟
の
原
告

の
負
担
と
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
被
行
と
さ
れ
な
か
っ
た
他
の
共
同
所
有
者
が
自
己
の
利
益
を
訴
訟
の
道
で
防
衛
す
る
こ
と
を
現
行
法
は
排
除
し
て

い
な
い
。
相
手
方
に
対
す
る
建
物
収
去
土
地
別
波
義
務
不
存
在
確
認
の
訴
え
と
い
う
訴
え
の
道
が
あ
り
、
相
手
方
が
す
で
に
他
の
者
に
建
物
収
去
土
地

明
渡
の
訴
え
を
提
起
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
よ
う
な
相
手
方
に
対
す
る
右
消
極
的
確
認
の
訴
え
の
利
益
が
あ
る
。
実
体
的
に
縫
物
収
去
土
地
明
渡
義

務
が
存
在
す
る
こ
と
に
つ
き
争
い
が
な
い
と
き
は
、
自
己
に
対
す
る
債
務
名
義
、
が
存
し
な
い
の
一
事
を
も
っ
て
第
三
者
異
議
の
訴
え
を
起
す
こ
と
は
そ

の
利
益
を
欠
く
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
第
三
者
異
議
の
訴
え
に
お
い
て
、
債
務
は
認
め
る
が
債
務
名
義
の
な
い
執
行
は
許
さ
な
い
、
と
述
べ
る
主
張
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は
容
れ
ら
る
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

五

私
見
|
ま
と
め

人
は
各
自
法
的
人
格
を
有
す
る
(
民
一
条
の
。
訴
訟
法
上
の
法
的
効
果
も
、
実
体
法
上
の
法
的
効
果
と
同
じ
く
、
そ
の
帰
属
点
は
人

/
三
参
照
-

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
数
人
を
被
告
と
す
る
訴
訟
に
お
い
て
も
、

1 

一
人
を
被
告
と
す
る
訴
訟
と
同
じ
く
、

判
決
の
名
宛
人
は
数
人
の
そ

共有者を被(jtとする建物収去土地I!Jji!Jt訴r凶ニついて

れ
ぞ
れ
の
者
で
あ
る
。
数
人
の
者
が
、
合
有
凶
係
に
あ
る
か
、
共
有
関
係
に
あ
る
か
、
連
帯
関
係
に
あ
る
か
を
間
わ
な
い
。

2

固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
に
お
い
て
も
、
訴
訟
共
同
の
必
要
性
も
合
一
確
定
の
必
要
性
も
、
数
人
の
当
事
者
が
各
自
判
決
の
名
宛
人

で
あ
る
こ
と
を
変
え
る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
被
告
数
人
の
必
要
的
共
同
訴
訟
に
お
い
て
は
、
一
個
の
被
告
団
を
名
宛
人
と
す

る
の
で
は
な
く
、
各
被
告
を
拍
死
人
と
す
る
判
決
が
な
さ
れ
‘
そ
の
内
容
は
合
一
で
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
共
同
訴
訟
が
許
さ
れ
る

諸
場
合
(
一
緒
五
)
の
う
ち
、
各
被
告
宛
の
判
決
の
内
や
が
合
一
で
あ
る
べ
き
は
ど
ん
な
場
合
か
が
問
題
と
さ
れ
る
。

(
1
〉
権
制
能
力
な
き
社
団
に
当
事
者
能
力
を
必
め
る
規
定
(
民
訴
四
六
条
)
が
特
別
規
定
の
性
格
を
も
つ
こ
と
は
、
本
文
に
述
べ
た
こ
と
が
基
本
で
あ
る

こ
と
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
個
の
手
続
の
終
局
判
決
は
一
個
の
判
決
で
あ
る
が
、
各
当
事
者
を
名
宛
人
と
す
る
判
決
を
全
部
合
む
と
こ
ろ
の
全
部
判
決
で
あ
る
。

法
の
規
定
は
、
合
一
確
定
判
決
を
す
べ
き
場
合
が
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
が
、

い
か
な
る
場
合
が
こ
れ
に
該
当
す
る
か
を
明

3 
示
し
て
い
な
い
。
基
準
の
明
示
も
場
合
の
例
示
も
し
て
い
な
い
。
た
だ
、
合
一
J

確
定
す
べ
き
場
合
で
あ
る
か
不
け
か
の
問
題
が

「
訴
訟
ノ
日

的
」
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
の
み
で
あ
る
o

し
か
も
、
「
訴
訟
ノ
目
的
」
は
多
義
的
で
あ
り
、
こ
れ
へ
の
か
か
わ
り
か
た

も
一
様
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
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説

「
訴
訟
ノ
目
的
」
と
合
一
確
定
の
必
要
(
訴
訟
共
同
の
必
要
を
含
む
)
と
を
連
結
す
る
媒
体
は
な
に
か
。
こ
れ
を
発
見
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
を
発
見
す
る
方
法
を
発
見
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

"3/、
日間

前
掲
(
一

1
)
の
最
判
昭
四
三
・
三
・
一
五
は
、
共
同
相
続
人
ら
の
義
務
が
い
わ
ゆ
る

A

不
可
分
債
務
V

で
あ
る
こ
と
と
、

の
よ
う
な
点
と
に
、
訴
訟
共
同
の
必
要
性
の
否
定
の
基
準
を
求
め
た
。

4 
〈
も
し
論
回
目
の
い
う
ご
と
く
こ
れ
を
闘
有
必
要
的
共
同
訴
訟
で
あ
る
と
解
す
る
な
ら
ば
、
共
同
相
続
人
の
全
部
を
共
同
の
被
告
と
し
な
け
れ
ば
被
告
た
る
当

事
者
適
格
を
有
し
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
う
だ
と
す
る
と
、
原
告
は
、
建
物
収
去
土
地
明
渡
の
義
務
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
争
う
意
思
を
全
く
有
し

な
い
共
同
相
続
人
を
も
被
告
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
り
(
①
|
筆
者
、
以
下
同
じ
〉
、
ま
た
被
告
た
る
共
同
相
続
人
の
う
ち
で
訴
訟
進
行
中
に
原
作

の
主
伝
を
認
め
る
に
い
た
っ
た
者
が
あ
る
場
合
で
も
、
当
該
被
告
が
こ
れ
を
認
諾
し
、
ま
た
は
原
告
が
こ
れ
に
対
す
る
訴
を
取
り
下
げ
る
等
の
手
段
に
川
る
こ

と
が
で
き
ず
、
い
た
ず
ら
に
無
用
の
手
続
を
重
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
(
②
〉
。
の
み
な
ら
ず
、
相
続
登
記
の
な
い
家
屋
を
数
人
の
共
川

相
続
人
が
所
有
し
て
そ
の
敷
地
を
不
法
に
占
拠
し
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
そ
の
所
有
者
が
果
し
て
何
び
と
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
し
え
な
い
こ
と
で
稀
で

は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
場
合
は
、
そ
の
一
部
の
者
を
手
続
に
加
え
な
か
っ
た
た
め
に
、
既
に
な
さ
れ
た
訴
訟
手
続
な
い
し
判
決
が
無
効
に
川
す
る
お
そ
れ
も
あ

る
の
で
あ
る
(
③
)
。
以
上
の
よ
う
に
、
こ
れ
を
必
要
的
共
同
訴
訟
と
解
す
る
な
ら
ば
、
手
続
上
の
不
経
済
と
不
安
定
を
招
来
す
る
お
そ
れ
な
し
と
し
な
い
の
で

あ
っ
て
(
④
)
、
こ
れ
ら
の
障
害
を
避
け
る
た
め
に
も
、
こ
れ
を
必
要
的
共
同
訴
訟
と
解
し
な
い
の
が
相
当
で
あ
る
。
ま
た
他
面
こ
れ
を
通
常
の
共
同
訴
訟
で
あ

る
と
解
し
た
と
し
て
も
、
:
:
:
か
く
解
す
る
こ
と
が
、
直
ち
に
、
被
告
の
権
利
保
護
に
欠
け
る
も
の
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

V

す
な
わ
ち
、
最
高
裁
は
、
「
訴
訟
ノ
目
的
」
と
合
一
確
定
の
必
要
と
を
つ
な
ぐ
媒
体
を
、
被
告
ら
の
実
体
法
上
の
義
務
と
手
続
追
行
上
の

原
告
と
被
告
の
負
担
に
求
め
た
。
手
続
追
行
上
の
当
事
者
の
負
担
を
も
取
り
上
げ
る
こ
と
は
、
目
新
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
す
で
に
、
学

説
・
判
例
も
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

(
1
)
 

(
2〉

前
掲
四
2
を
み
よ
。

前
掲
広
島
高
判
昭
三
九
・
一
一
・
)
九
、
前
掲
宮
地
筒
判
昭
四

0
・
}
0
・三

O
参
照
。

つ
ぎ
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当
事
者
の
手
続
上
の
負
担
は
、
合
一
確
定
手
続
の
採
否
の
基
準
に
な
り
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
体
法
上
の
請
求
権
と
の
関
係

で
異
論
な
く
訴
訟
共
同
の
必
要
性
、
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
の
手
続
上
の
負
担
が
、

5 

こ
の
必
要
性
を
阻
却
す
る

実
体
法
上
の
請
求
権
と
の
関
係
で
は
訴
訟
，

も
の
と
し
て
、
顧
慮
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
当
事
者
の
手
続
上
の
負
担
を
顧
慮
す
る
こ
と
は
、

共
同
・
合
一
確
定
の
必
要
性
が
存
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
訴
訟
共
同
を
す
べ
き
か
(
六
二
条
の
類
推
適
用
)
、
と
い
う
問
題
、
が
あ

る
場
合
に
つ
い
て
は
じ
め
て
な
さ
る
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
、
手
続
上
の
負
担
と
い
う
も
の
は
、
所
詮
相
対
的
の
も
の
で
あ
る
。
例
に
即
し
な
が
ら
検
討
し
よ
う
。
被
告
と
す
べ
き
者
が
な

に
び
と
で
あ
る
か
を
全
員
に
つ
き
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
負
担
を
例
に
と
ろ
う
o

共有者を被?なとする建物収去土地明波訴訟について

こ
れ
が
問
題
と
さ
れ
る
の
は
そ
れ
が
困
難
で
あ
る
か
ら

で
あ
る
o

現
行
法
は
こ
の
負
担
を
原
告
に
課
し
て
い
る
か
課
し
て
い
な
い
か
。
そ
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
で
あ
る
か
を
決
定
す

る
基
準
と
し
て
、
困
難
で
あ
る
こ
と
が
稀
で
あ
る
か
否
か
を
採
る
学
説
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
存
す
る
。
こ
れ
は
、
事
実
認
識
の
問
題
で

あ
る
。
と
ζ

ろ
が
、
全
員
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
稀
で
あ
る
と
い
う
認
識
と
稀
モ
な
い
と
い
う
認
識
と
が
対
立
し
て

い
る
。
か
り
に
、
全
員
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
困
難
で
な
い
場
合
の
ほ
う
が
多
い
と
し
よ
う
。
か
か
る
事
実
か
ら
、
法
は
、
訴
訟
共
同

(
呂
〉

を
規
範
内
容
に
し
て
こ
れ
を
命
じ
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
右
の
事
実
は
、
そ
れ
が
起
る
こ
と
の
蓋
然
性
が
高
い

」
ほ
で
あ
る
。
事
実
(
棚
鵠
比
一
い
せ
崎
一
ば
)
の
蓋
然
性
が
い
か
に
高
く
て
も
、
そ
れ
は
当
為
(
日
刊
吋
哩
J

を
基
礎
ず
け
る
こ
と
は
で
き
危

ぃ
。
訴
訟
共
同
を
命
ず
る
規
範
が
あ
っ
た
と
し
た
場
合
に
、
こ
れ
が
不
都
合
な
く
適
用
さ
れ
る
ケ
l
ス
が
多
い
、

よ
っ
て
著
し
く
不
当
な

規
範
で
は
な
い
、

と
い
う
消
極
的
弁
明
に
な
り
う
る
に
と
ど
ま
る
。
し
た
が
っ
て
、

実
体
法
上
の
請
求
権
と
の
関
係
で
は
訴
訟
共
同
が
命

;fttl;27(3・4-75)433

じ
ら
れ
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
、
訴
訟
共
同
を
命
ず
る
規
範
が
成
立
す
る
に
は
、
そ
の
回
目
の
立
法
者
の
と
く
だ
ん
の
意
思
を
必
要
と
す

る
。
訴
訟
共
同
を
命
ず
る
規
範
が
存
し
な
い
こ
と
は
、
法
の
な
か
に
お
け
る
法
規
の
欠
快
に
該
当
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
)
法
を
修
正
す
る

規
範
が
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。



説

(
l
)

前
掲
最
判
の
判
回
目
に
即
し
て
倹
討
す
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
①
に
つ
い
て
は
、
争
う
意
思
を
令
一
く
有
し
な
い
共
同
相
続
人
を
被
行
と
す
る
こ
と

は
、
原
告
の
特
段
の
負
担
で
は
な
く
、
将
米
争
う
こ
と
の
可
能
性
を
閉
ざ
す
利
点
が
あ
る
。
②
に
つ
い
て
は
、
被
告
が
認
諾
し
な
く
て
も
、
原
告
が
訴

え
を
取
り
下
げ
な
く
て
も
、
争
わ
な
い
被
告
は
欠
席
し
つ
づ
け
れ
ば
足
る
の
で
あ
っ
て
、
無
用
の
子
統
を
市
一
ね
る
こ
と
は
さ
し
た
る
負
担
で
は
な
い
。

③
に
つ
い
て
は
、
既
に
な
さ
れ
た
判
決
が
無
効
に
い
附
す
る
お
そ
れ
に
対
し
て
、
既
に
な
さ
れ
た
有
効
な
判
決
に
基
づ
い
て
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
ず
こ

の
判
決
が
役
立
た
な
い
も
の
に
終
る
お
そ
れ
が
相
対
す
る
。
④
に
つ
い
て
は
、
通
常
共
同
訴
訟
と
解
し
た
場
合
に
手
続
上
の
不
経
済
を
招
来
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
こ
と
が
相
対
す
る
。

(
2
)

一
般
に
、

A
(困
難
な
負
担
を
ぷ
し
な
い
)
か
B
(閤
難
な
負
担
を
課
す
る
)
か
と
い
う
関
係
に
あ
る
場
ん
け
に
、

A
を
規
範
化
す
る
こ
と
は
B
を一合

定
す
る
こ
と
を
含
む
。

ハ
3
)

前
掲
法
首
時
報
二

O
巻
八
日
万
一
八
九
一
文
参
照
。

(
4
)

最
判
前
掲
昭
四
三
・
三
・
一
五
参
照
。
相
続
登
一
心
の
な
い
家
屋
の
共
同
相
続
人
に
つ
い
て
。
相
続
登
必
の
な
い
家
屋
r

は
体
は
稀
で
は
な
い
で
あ
ろ

λ
ノ。

ハ
5
)
多
数
者
が
取
引
に
お
い
て
あ
る
行
為
を
す
る
こ
と
が
慣
行
に
な
っ
て
い
る
場
合
に
、
こ
れ
を
規
範
内
容
に
と
り
こ
み
、
当
該
行
為
を
す
る
こ
と
が
命

ぜ
ら
れ
て
い
る
と
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
同
様
に
、
あ
る
型
の
訴
訟
に
つ
き
多
数
人
を
4
7
員
被
告
と
す
る
こ
と
が
慣
行
に
な
っ

て
い
る
場
合
に
、
こ
れ
を
規
範
内
容
に
と
り
こ
み
、
全
員
被
告
と
す
る
こ
と
が
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し

か
し
、
全
員
被
告
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
介
が
実
際
上
多
い
と
い
う
こ
と
は
こ
れ
と
は
全
く
異
な
る
の
で
あ
る
。

(

6

)

全
員
を
被
告
と
す
べ
し
と
命
ず
る
こ
と
は
、
困
難
な
場
合
に
も
そ
う
す
べ
し
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
困
難
な
く
全
員
を
被
告

と
し
て
い
る
事
例
が
圧
倒
的
に
多
い
と
い
う
こ
と
か
ら
は
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
一
人
が
判
決
を
受
け
た
場
合
に
、
他
の
者
が
同
意
す
る
に
い

た
る
か
否
か
は
、
確
率
の
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
同
様
の
P

」
と
が
い
え
よ
う
。

(
7
)

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
立
法
者
、
か
、
訴
訟
共
川
を
命
ず
る
規
範
を
と
く
に
制
定
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
こ
の
規
範
が
不
都
合
な
く

適
用
さ
れ
る
ケ

l
ス
が
多
い
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
政
策
と
し
て
制
定
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
規
範
の
適
用
が
著
し
く
不
当
な
結
果
を
も

た
ら
す
場
合
に
は
衡
平
法
が
救
済
を
用
意
し
て
い
る
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
8
)
狭
義
の
法
規
の
欠
倣
は
、
あ
る
法
体
系
の
作
在
を
前
提
と
し
、
そ
の
体
系
の
中
に
お
い
て
、
空
白
が
あ
り
、
そ
の
空
白
を
埋
め
る
規
範
と
し
て
複
数

が
考
え
ら
れ
る
場
合
を
い
う
。

フ九
il附
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6 

以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に

固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
と
仮
定
し
た
な
ら
ば
手
続
上
こ
う
で
あ
る
と
い
う
論

は
、
訴
訟
共
同
の
必
要
性
と
は
な
に
か
と
い
う
問
い
に
答
え
る
も
の
で
は
な
く
、

明
す
る
か
一
介
か
の
基
準
を
示
す
も
の
で
も
な
い
。
か
く
し
て
、
合
一
確
定
の
必
要
の
有
無
と
「
訴
訟
ノ
目
的
」
と
を
つ
な
ぐ
媒
体
は
実
体

具
体
的
な
特
定
の
訴
訟
が
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
に
該

法
上
の
権
利
ま
た
は
義
務
の
み
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

前
山
何
故
判
附
四
三
は
、
共
同
相
続
人
ら
の
義
務
に
媒
体
を
求
め
た
。
こ
の
こ
と
自
体
は
正
当
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
合
一
確
定
の
必
要
の

有
無
の
廿
部
品
川
ド
を
発
見
す
る
方
法
と
し
て
正
し
い
。
判
決
内
容
は
義
務
の
肯
否
で
あ
り
、

共有者を被行とする建物収去-1土地明渡訴訟について

こ
れ
が
数
人
に
つ
き
合
一
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る

か
が
問
題
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
前
掲
最
判
は
合
一
確
定
の
必
要
の
有
無
の
基
準
を
右
義
務
が
不
可
分
債
務
に
該
巧
す
る
こ

と
(
ボ
吋
分
債
務
該
当
性
〉
に
求
め
た
。
こ
の
こ
と
は
当
っ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
根
拠
を
明
ら
か
に
す
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。

(
l
〉
一
ん
疋
の
場
合
を
同
有
必
要
的
共
同
訴
訟
と
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
立
法
論
の
実
質
を
六
二
条
の
類
推
適
用
と
い
う
解
釈
論
形
式
で
必
ず
る
も
の
に
過

、
ぎ
な
い
。

)
 

-
E
A
 
(
 

ま
ず
、

建
物
収
去
土
地
明
渡
を
求
め
る
訴
訟
は
一
個
の
不
可
分
給
付
を
求
め
る
訴
訟
で
あ
る
こ
と
が
確

前
述
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、

国
マ
附
さ
れ
た
(
二

1
ω
)
o
つ
い
で
、
建
物
収
去
土
地
明
渡
の
債
務
(
不
可
分
給
付
を
目
的
と
す
る
債
務
)
を
数
人
が
相
続
す
る
と
き
は
、

ま
る
と
こ
ろ
、
各
自
が
全
部
義
務
を
負
い
、
義
務
の
内
容
が
給
付
で
、
給
付
の
目
的
物
が
性
質
上
不
可
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

坊
を
数
人
が
負
担
す
る
場
合
(
誠
一
一
一
一
」
に
該
当
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
(
二

2
ω
)
O
つ
い
で
、
物
権
的
請
求
権
の
相
手
方
と
し
て
負
う

べ
き
建
物
収
去
土
地
明
渡
義
務
の
義
務
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
被
相
続
人
の
義
務
が
そ
れ
と
し
て
栢
続
承
継
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
物

不
可
分
債

権
的
請
求
権
の
相
手
方
た
る
要
件
を
共
有
す
る
も
の
と
し
て
相
続
人
(
ま
た
は
共
同
相
続
人
)
が
固
有
の
建
物
収
去
土
地
明
波
義
務
を
各 ぐコ

jヒ11;27(3・4-77)435



~~ 

白
全
部
的
に
土
地
所
有
者
に
対
し
て
負
う
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
(
二
一

2
川

ω)。
そ
し
て
、
共
同
相
続
人
が
か
か
る
義
務
を
負

う
こ
と
は
数
人
が
不
可
分
債
務
を
負
担
す
る
場
合
に
該
当
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
(
三

2
ω
)
。

子h

日"。

さ
て
、
法
規
上
は
、
不
可
分
債
務
は
要
件
で
あ
り
、
債
務
者
の
一
人
に
対
し
全
部
の
履
行
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
そ
の
効

果
で
あ
る
(
盟
一
一
一
応
条
、
)
。
と
こ
ろ
で
、
最
判
前
掲
も
明
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
合
一
確
定
を
要
し
な
い
と
い
う
判
断
の
根
拠
は
、
義
務

が
、
一
人
に
対
し
全
部
の
履
行
を
求
め
う
る
も
の
で
あ
る
点
に
求
め
ら
れ
る
。
義
務
が
そ
う
い
う
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
不
可
分
債
務

に
該
当
す
る
か
杏
か
を
問
う
こ
と
な
く
、
そ
の
義
務
の
履
行
を
求
め
る
訴
訟
を
し
て
合
一
確
定
の
必
要
な
き
も
の
た
ら
し
め
る
の
で
あ
る

(2) 
と
考
え
る
Q

義
務
者
の
双
互
の
聞
に
、
給
付
の
目
的
物
を
他
の
者
の
同
意
な
し
に
は
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
制
約
は
、

者
が
各
自
給
付
判
決
を
受
け
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
す
で
に
確
認
さ
れ
た
(
四

1ω
参
照
)
。

こ
う
し
て
、
建
物
収
去
土
地
明
渡
の
義
務
を
共
同
相
続
人
が
負
担
す
る
場
合
に
は
、
数
人
が
建
物
を
共
同
に
相
続
し
た
場
令
で
も
、

人
が
右
義
務
を
共
同
に
相
続
し
た
場
合
で
も
、
各
自
が
そ
れ
ぞ
れ
全
部
履
行
義
務
を
負
う
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
で
す
で
に
、
合
一
碓

定
の
必
要
、
か
な
い
と
こ
ろ
、
建
物
収
去
土
地
引
渡
(
と
い
う
給
付
)
の
目
的
は
性
質
上
不
可
分
で
あ
る
の
で
、

数
人
が
不
可
分
給
付
に
義

務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
「
不
可
分
債
務
」
に
該
当
す
る
に
至
る
。
か
く
し
て
、
債
権
者
が
一
人
に
対
し
請
求
で
き
、

訴
求
で
き
る
の

』主

一
面
で
は
、
債
務
者
が
一
人
で
全
部
義
務
を
負
う
か
ら
で
あ
り
、
他
面
で
は
、
債
務
者
が
不
可
分
債
務
の
憤
務
者
で
あ
る
か
ら
で
あ

る。
(
1
)

そ
う
い
う
場
人
川
こ
そ
不
可
分
債
務
で
あ
る
と
い
う
思
考
は
、
効
果
か
ら
要
件
該
当
性
を
推
論
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
突
は
、
こ
の
山
一
に
、

法
哲
学
上
の
重
要
な
問
題
が
潜
ん
で
い
る
よ
う
に
感
ず
る
。
要
件
と
効
果
と
は
規
範
の
意
味
の
な
か
で
ど
ん
な
関
係
に
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ

マ。。

7 

以
上
の
よ
う
な
理
論
構
成
に
お
い
て
、

共
同
相
続
人
を
被
告
と
す
る
共
同
相
続
建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
訴
訟
は
固
有
必
要
的
共
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同
訴
訟
で
は
な
い
と
結
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、

つ
ぎ
に
、
数
人
を
共
同
被
告
と
し
た
限
り
で
は
、

判
決
が
必
要
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
行
法
は
個
別
の
法
主
体
ご
と
に
別
に
訴
訟
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
(
個
人
主
義
)
。
と
く
だ
ん
の
必
要
が
な
い
か
、
ぎ
り
、

数
人
に
合
一
に
確
定
す
る

の
基
本
は
破
る
べ
き
で
な
い
。
と
く
だ
ん
の
必
要
は
明
文
に
よ
っ
て
明
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
数
個
の
法
主
体
が
一
個
の
訴
訟
手

続
に
お
い
て
当
事
者
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
も
、
右
の
基
本
精
神
は
破
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、

が
な
い
か
ぎ
り
、
各
法
主
体
に
対
す
る
判
決
の
内
容
は
合
一
で
あ
る
必
要
は
な
い
。

と
く
だ
ん
の
必
要

甲
に
対
す
る
判
決
の
効
力
が
乙
に
及
び
乙
に
対
す
る
判
決
の
効
力
が
甲
に
及
ぶ
べ
き
関
係
が
法
規
上
存
す
る
場
合
に
は
、

甲
と
乙
を
共

共有者を被告とする建物収去土地明波訴訟について

同
被
告
と
す
る
訴
訟
に
お
い
て
は
、

甲
に
対
す
る
判
決
の
内
容
と
乙
に
対
す
る
判
決
の
内
容
と
が
合
一
で
あ
る
こ
と
を
と
く
に
必
要
と
す

る
。
数
人
に
対
す
る
建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
訴
訟
に
お
い
て
は
、
数
人
の
聞
に
右
の
如
き
関
係
が
法
規
上
存
し
な
い
。
実
体
法
上
相
対

的
で
は
な
い
法
律
関
係
で
も
、

二
当
事
者
対
立
構
造
の
個
別
訴
訟
を
弁
論
主
義
の
も
と
で
許
す
こ
と
を
基
本
と
す
る
シ
ス
テ
ム
の
も
と
で

は
、
こ
れ
を
当
事
者
聞
に
お
い
て
相
対
的
に
解
決
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
し
か
し
、

一
当
事
者
鼎
立
と
も
い
う
べ
き
構
造
の
訴
訟
が
認

め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
範
囲
の
事
件
に
つ
い
て
、
鼎
立
と
い
う
こ
と
の
性
質
上
、
三
当
事
者
間
で
は
相
対
的
解
決
が
許
さ
れ
な
い
こ

と
に
な
る
(
哨
鮒
七
)
。
数
人
に
対
す
る
建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
訴
訟
は
二
当
事
者
対
立
の
構
造
の
訴
訟
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
不
可
分
の
目
的
物
の
給
付
を
す
べ
き
義
務
を
数
人
が
負
担
す
る
場
合
に
、
義
務
の
存
否
を
数
人
に
つ
き
合
一
に
確
定
す
ベ

き
と
く
だ
ん
の
必
要
は
、
数
人
を
同
手
続
に
お
い
て
被
告
と
し
て
い
る
場
合
に
も
、

な
お
存
し
な
い
の
か
。
区
々
た
る
判
決
・
相
対
的
解

決
を
許
す
場
合
に
あ
た
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
な
お
、
合
一
確
定
の
希
望
を
絶
ち
が
た
い
の
は
、
数
人
が
共
有
・
合
有
関
係
に
あ
る
こ

と
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
数
人
に
対
す
る
義
務
の
存
否
が
区
々
に
判
断
さ
れ
る
こ
と
が
堪
え
が
た
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

か
か
る

場
合
に
は
、
区
々
た
る
判
断
、
が
下
さ
れ
る
原
因
は
、
判
決
理
由
中
の
判
断
に
お
い
て
区
々
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
の
原
因
は
、 ~ 

」

北法27(3・4-79)437



説

訴
訟
資
料
の
呉
別
性
に
あ
る
。
訴
訟
資
料
の
呉
別
の
原
因
は
、
大
別
し
て
、
訴
訟
資
料
収
集
方
途
の
異
別
(
た
と
え
ば
、

一
人
は
自
白
し

他
の
者
は
行
認
す
る
)
と
実
体
関
係
の
呉
別
に
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

手b‘
ロAU

い
、
ず
れ
も
数
人
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
異
別
た
り
う
る
の
が
基
本
で

あ
る
。
殺
人
が
建
物
収
去
土
地
明
渡
義
務
を
負
担
す
る
場
合
に
、
債
権
者
が
そ
の
う
ち
の
一
人
の
債
努
を
免
余
し
た
場
合
に
が
)
『
民
四
三

O

ー

l

t

{

条
四
二
九

時
J
、
そ
の
よ
う
な
実
体
関
係
は
、
数
人
に
対
す
る
建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
訴
訟
に
お
い
て
、
免
除
さ
れ
た
債
務
者
に
固
有
の
免
除
の

抗
弁
に
基
づ
き
顧
慮
さ
れ
、
そ
の
結
果
、

そ
の
債
務
者
に
対
す
る
判
決
と
、
他
の
債
務
者
に
対
す
る
判
決
と
が
内
容
に
お
い
て
異
な
る
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
一
例
を
も
っ
て
し
で
も
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
、
実
体
法
律
関
係
の
相
対
性
、
が
判
決
の
相
対
性
を
も
た
ら
す

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

訴
訟
資
料
の
合
一
性
を
は
か
る
こ
と
は

l
i弁
論
主
義
の
結
果
と
し
て
で
き
な
い
こ
と
を
捨
象
し
て
も
な
お

ー
ー
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
数
人
を
共
同
被
告
と
し
た
場
合
に
す
く
な
く
と
も
そ
の
限
り
に
お
い
て
合
一
確
定
を
必
要
と
し

た
い
と
い
う
願
望
は
、
実
体
法
秩
序
が
こ
れ
を
遂
げ
さ
せ
て
く
れ
な
い
の
で
あ
る
。

(
1
〉
数
人
を
共
同
被
告
と
し
た
以
上
九
日
一
昨
定
の
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
現
行
法
上
は
独
立
当
事
者
参
加
訴
訟
を
認
め
る
さ
い
に
羽
仙
め
ら
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
な
種
類
の
ん
川
一
限
定
の
必
要
と
い
う
も
の
は
境
行
法
の
体
系
に
な
じ
ま
な
い
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

(

2

)

建
物
収
去
土
地
明
渡
義
務
JV}
数
人
が
負
担
す
る
場
介
に
お
い
て
も
、
そ
の
一
人
の
義
務
の
み
を
句
除
す
る
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
(
民
間
二
九

条
)
。
も
っ
と
も
、
免
除
の
効
果
は
、
ぽ
務
を
免
除
さ
れ
た
者
が
他
の
共
同
債
務
者
の
履
行
に
川
意
し
な
い
こ
と
を
承
認
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
で

あ
ろ
う
。
単
な
る
土
地
明
渡
と
異
な
り
、
建
物
収
去
を
手
段
と
す
る
土
地
明
渡
の
場
合
に
は
、
免
除
は
、
木
人
自
身
の
履
行
の
免
除
で
あ
っ
て
、
他
の

者
が
履
行
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
こ
と
を
汗
す
も
の
で
は
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
他
の
債
務
者
に
対
す
る
強
制
執
行
に
対
し
、
免

除
さ
れ
た
債
務
者
が
第
三
者
異
議
の
訴
え
を
促
起
し
て
も
、
債
務
の
免
除
は
執
行
を
妨
げ
る
も
の
で
な
い
と
い
う
理
山
で
、
こ
れ
を
棄
却
す
る
こ
と
に

な
ろ
う
。

8 

以
上
の
よ
う
な
次
第
で
、
共
同
相
続
人
を
被
告
と
す
る
共
同
相
続
建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
訴
訟
は
、

通
常
の
共
同
訴
訟
で
あ
る
と
結
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
あ
く
ま
で
も
、
建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
訴
訟

類
似
必
要
的
共
同
訴
訟
で

も
な
く
、
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に
つ
い
て
検
討
し
た
。
不
可
分
債
務
の
履
行
請
求
訴
訟
一
般
、

な
い
し
合
有
債
務
ま
た
は
共
有
的
帰
属
債
務
の
履
行
請
求
訴
訟
一
般
を
検

討
す
る
も
の
で
は
な
い
。
建
物
収
去
土
地
明
渡
義
務
を
数
人
が
負
担
す
る
場
合
に
法
規
の
い
か
な
る
法
条
が
適
用
さ
る
べ
き
か
を
探
究
す

る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
共
同
相
続
人
に
対
し
、
共
同
相
続
建
物
に
つ
き
、

所
有
権
移
転
登
記
手
続
を
求

め
る
訴
訟
ま
た
は
所
有
権
登
記
抹
消
登
記
手
続
を
求
め
る
訴
訟
の
場
合
に
は
ど
う
で
あ
る
か
、
の
問
題
に
答
え
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ

こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
本
稿
で
示
さ
れ
た
方
法
論
に
よ
る
な
ら
ば
、
正
当
な
解
釈
論
的
解
答
が
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
こ
と
は

で
き
よ
う
。

共有者を被告とする建物収去土地明波訴訟について

(
花
)
た
と
え
ば
、
ま
ず
、
当
該
義
務
が
実
体
法
ト
L

い
か
な
る
義
務
に
あ
た
る
か
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
結
論
が
ち
が
っ
て
く
る
。
設

判
昭
和
三
六
年
一
二
月
一
五
日
(
民
集
一
五
巻
二
八
六
五
頁
〕
と
辰
判
昭
和
三
八
年
三
月
一
一
一
日
(
民
集
一
七
巻
三
一

O
頁
)
の
対
立
を
み
よ
。
村
佼

俊
夫
前
掲
判
例
担
イ
ム
ズ
二
二
四
号
は
、
不
動
産
の
売
主
の
共
同
相
続
人
の
売
買
を
原
因
と
す
る
所
有
権
移
転
登
記
義
務
が
不
可
分
債
務
で
あ
る
と
い

え
る
か
に
つ
い
て
疑
問
を
提
出
し
て
い
る
。

本
稿
は
、
民
法
学
の
専
門
家
が
見
れ
ば
、
分
り
h

交
じ
っ
た
こ
と
を
冗
長
に
述
べ
て
い
る
箇
所
が
多
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
筆
者
は
民
法
学
の

専
門
家
で
は
な
く
、
ま
た
、
本
稿
で
な
さ
れ
た
分
析
は
、
訴
訟
と
の
か
か
わ
り
あ
い
を
正
当
に
と
ら
え
る
た
め
に
必
要
な
分
析
で
あ
る
と
考
え
る
。
た

だ
、
筆
者
の
民
法
理
解
が
十
分
で
あ
る
か
を
疑
い
思
わ
ぬ
誤
り
が
あ
り
は
し
な
い
か
と
お
そ
れ
て
い
る
。
読
者
の
叱
正
を
待
つ
次
第
で
あ
る
。

一
九
七
六
年
一

O
月
一
一
六
日
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